
八女に初夏を告げる
八女に初夏を告げる新茶の季節がやってきました。4月15日㈮八女中央大茶園の
五社神で新茶祈願祭が行われたあと、茶娘姿の女性たちが新茶を摘み取りました。
今年は気候に恵まれ、一段と素晴らしい味わいのお茶が期待されます。

【今月の主な内容】
災害に備える
高齢者向け給付金の申請受付について
第４次八女市総合計画後期基本計画等
誰もが安心して生活できる地域づくりのために

２～４
５
６～７
14～15

52016(平成28年)
No.1091

広報



災
害
に
備
え
る

八
女
市
で
も
震
度
５
弱
か
ら
３
の
地
震
が
多
発

熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
し
、
４
月
14
日
に
最
大
震
度
７
、

16
日
に
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

八
女
市
で
も
震
度
５
弱
か
ら
１
の
地
震
が
多
発
し
、

崖
崩
れ
が
発
生
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

４月16 日㈯ 23 時現在

１時 25 分　八女市震度５弱※余震多数
１時 25 分　災害警戒本部設置
4 時 30 分　災害対策本部設置
▽被害状況　〈がけ崩れ〉国道４４２号矢部中村・
宮ノ尾橋付近全面通行止〈落石〉国道４４２号線
矢部村鬼干付近片側通行（９時解除）、県道 57
号浮羽石川内線矢部村竹ノ払地内全面通行止
◦避難情報　▽避難指示 ４時 40 分矢部村中村
集落（６時解除）▽自主避難　八女 95 人（内熊
本から 20 人）黒木 42 人／立花 47 人／上陽 0
人／矢部 64 人／星野 5 人

４月17 日㈰ 23 時現在

余震多数
▽被害状況　〈がけ崩れ〉国道４４２
号矢部村中村・宮ノ尾橋付全面通行
止、23 時国道の土砂はすべて撤去済
み（矢部支所から連絡）、県道 57 号
浮羽石川内線矢部村竹ノ払地内全面
通行止（９時解除）
◦避難情報　▽自主避難　八女 36
人（内熊本から16 人）黒木 16 人／
立花 12 人／上陽 0 人／矢部 0 人／
星野 0 人

４月14 日㈭
21時 26 分　
八女市震度４
※余震多数
21時 26 分　
災害警戒本部設置

４月15 日㈮
8 時 30 分　
災害警戒本部廃止

八女市の地震の記録（Ｈ28 年 4 月19日現在）

矢部村で発生した崖崩れ

2　2016.5.1　広報やめ



広報やめ　2016.5.13

地
震
発
生
！

まずは落ち着いて行動を
最初の大きな揺れは約 1分間

1わが身を守る
◦丈夫な机やテーブルなどの下に身をかくす。
◦座布団などが身近にあれば、頭部を保護する。

2すばやく火の始末
◦使用中のガス器具、ストーブなどはすばやく火を消す。
◦ガス器具は元栓を締め、電気器具はコンセントを抜く。

3ドアや窓を開け、脱出口を確保
◦建物がゆがみ、戸が開かなくなることも。玄関の戸や窓などを開け、逃げ道を確保する。

4 火が出たらすぐ消火
◦万一出火したら、消火器やバケツなどですばやく消し止める。

5 あわてて外に飛び出さない
◦大揺れは長くても１分程度でおさまるので、周囲の状況を確かめ慌てて外に飛び
　出すことなく、落ち着いて行動する。

6 狭い路地やブロック塀には近づかない 
◦狭い路地や塀ぎわでは、瓦などが落ちてきたり、ブロック塀やコンクリート塀が
　倒れてきたりするので近づかない。 

7 津波、山崩れ、崖崩れに注意する 
◦地震を感じたら、海岸から離れて、すばやく高台に避難する。
◦ラジオなどで津波情報をよく聞く。
◦避難の指示が出たら、直ちに冷静に行動する。 

8 少ない荷物、避難は徒歩で・・・ 
◦避難するときは必ず徒歩で避難する。
◦服装は、活動しやすいものにする。
◦持ち物は必要品だけにし、背負うようにする。
◦お年寄りや心身に障害のある方の避難のお手伝いをする。 

9 協力し合って応急救護 
◦軽いケガなどの処置は、みんなで協力し合って応急救護をする。
 　 正しい情報を聞く 
◦テレビ、ラジオなどの情報に注意し、デマなどに惑わされない。
◦市役所、消防、警察などの広報や指示に従って、冷静に行動する。

突
然
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
要
配
慮
者
は一人
で
は
身
の
安
全
を

守
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
近
所
に
住
ん
で
い
る
人
や
災
害
時
に
近
く

に
い
る
人
た
ち
が
進
ん
で
声
を
か
け
、援
助
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

八女市ホームペー
ジで緊急・災害速
報を確認ください

防災ラジオの
電源は入って
いますか

10
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平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
県

熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地

震
に
よ
り
、
熊
本
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を

経
験
し
た
八
女
市
と
し
て
、
次
の
と
お
り
義
援

金
を
募
り
ま
す
。
各
施
設
の
窓
口
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
設
置
か
所
＝
市
庁
舎
、
各
支
所
、
市
の
施
設

の
窓
口

◦
募
金
期
間
＝
５
月
31
日
㈫
ま
で

◦
募
金
送
金
先
＝
八
女
市
と
し
て
、
熊
本
県
へ

送
金
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課 

消
防
防
災
係

（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

熊
本
地
震
へ
の
募
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

熊
本
地
震
へ
の

支
援
物
資
の

取
り
組
み
に
つ
い

て

◦
受
付
場
所
＝
八
女
市
社
会
福

祉
協
議
会

【
本
所
】
八
女
市
本
町
５
９
９
番

地
（
八
女
市
社
会
福
祉
会
館
内
）

【
上
陽
支
所
】
八
女
市
上
陽
町
北

川
内
１
２
３
―
１
９
（
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）

【
立
花
支
所
】
八
女
市
立
花
町
谷

川
１
１
５
６ （
立
花
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
が
や
き
内
）

【 

黒
木
支
所
】
八
女
市
黒
木
町
桑

原
２
０
７(

黒
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ふ
じ
の
里
内)

【
矢
部
支
所
】
八
女
市
矢
部
村
矢

部
４
０
５
８
（
総
合
福
祉
団
地
ゆ

い
の
も
り
内
）

【
星
野
支
所
】
八
女
市
星
野
村
１

０
７
７
５
―
14
（
星
野
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
そ
よ
か
ぜ
内
）

◦
受
付
物
資
＝
長
期
の
避
難
生
活

に
必
要
な
も
の

飲
料
水
／
ア
ル
フ
ァ
ー
米(

断
水

に
よ
り
炊
飯
が
で
き
な
い
た
め)

／
カ
ッ
プ
め
ん
な
ど
保
存
が
で

き
る
食
料
品
／
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
／
お
し
り
ふ
き
／
生
理
用
品

／
紙
お
む
つ(

大
人
用
、
子
ど
も

用)

／
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
／

粉
ミ
ル
ク
／
な
ど

※
配
送
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
生
も
の
や
傷
み
や
す

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
未
使
用
・
未
開
封
・
賞

味
期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す

※
現
地
の
状
況
に
よ
り
受
付
物
資

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
５
月
13
日
㈮
ま
で

を
予
定
（
土
日
祭
日
は
除
く
）　

◦
受
付
時
間
＝
８
時
30
分
～
17

時
15
分

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
（
☎
２
３
・
０
２

９
４
／
n
２
３
・
０
２
４
２
）

熊
本
地
震
災
害
に
よ
る

支
援
物
資
の
受
付
に
つ
い
て

がんばれ！熊本

　
女
市
で
は
取
り
急
ぎ
４

月
18
日
㈪
13
時
、
飲

料
水
２
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
88
ケ
ー
ス
（
５
２
８
本
）、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
（
１
０
１
枚
）

２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
を
、

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
筑
後

支
部
の
協
力
を
得
て
熊
本
県

菊
池
市
へ
届
け
ま
し
た
。

八

八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
支
援
物
資
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

寄せられた救援物資



広報やめ　2016.5.15

※年金を受給しているか否かに関わらず、上記①②の要件をどちら
も満たせば給付の対象になります。
※受給できる可能性がある方（世帯）には、5 月13日に申請書を郵
送する予定です。（配達の状況等により、申請書が届くまでに数日か
かる場合がありますので、ご了承ください）
※申請をされても審査の結果、対象外となる場合があります。

　　平成 27 年度臨時福祉給付金の給付対象者とは？
　　平成 27 年 1月1日現在八女市に住民票があり、平成 27 年度
分の市町村民税（均等割）が課税されていない方が対象です。ただし、

「課税されている方に扶養（事業専従者を含む）されている方」や「生
活保護の受給者」などは対象になりません。

【給付額】１人につき３０, ０００円

【申請方法】「高齢者向け給付金」を受け取るには申請が必要です。
対象になる可能性がある方（世帯）には、5 月13日に申請書を郵送
する予定です。該当される方は、原則として郵送による申請をお願
いします。
※詳しくは、申請書同封チラシや八女市ホームページをご覧ください。

【申請期間】５月１６日㈪～８月１６日㈫　※消印有効

【申請先】八女市臨時給付金担当　☎２４・８０９１／２４・８０９２
　　　※郵便での提出が困難な場合、次の窓口で受け付けます。

「高齢者向け給付金（年金生活者等
支援臨時福祉給付金）」の申請受付
が５月16 日㈪から始まります
「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低所得の高齢者を支
援するために高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を給付します。

▼市・県・国などがＡＴＭ（銀行・コンビニな
どの現金自動預け払い機）の操作をお願いす
ることは、絶対にありません。
▼ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を
振り込んでもらうことは絶対にありません。
▼「高齢者向け給付金」のために手数料など
の振込を求めることは絶対にありません。
▼ご自宅や職場などに市・県・国などをかたっ
た不審な電話がかかってきたり、不審な郵便
が届いたりしたら、迷わず八女市臨時給付金
担当や最寄りの警察署にご連絡ください。

生年月日は
昭和27年4月1日以前ですか？

平成27年度臨時福祉給付金
（6000円）を受給しましたか？

平成27年1月1日時点で生活
保護を受けていて、現在も生
活保護を受けていますか？

平成27年度分の住民税が
課税されましたか？

平成27年度分の住民税が
課税されている方の扶養親
族になっていましたか？

高齢者向け給付金（3万円）の
給付対象となる可能性があります

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
給
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※当チャートはあくまで一般的な場合を想定してい
ます。基準日は平成 27 年 1月1日です。

給付対象者診断チャート

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」
にご注意ください�

スタート

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

わからない

庁舎 受 付 窓 口 窓口受付期間 受付時間

本庁
207会議室

（本庁南庁舎２階）
「臨時給付金担当」窓口

5月16日㈪～
8月16日㈫

平日9時～17時15分
（土・日、祝日を除く）
※ただし5～6月中の
水曜日は9時～19時

各
支所 市民生活福祉課窓口 5月16日㈪～

8月16日㈫
平日9時～17時15分

（土・日、祝日を除く）

≪配偶者からの暴力を理由に避難している方へ≫
配偶者からの暴力を理由に八女市に避難している方で、事情により平成２7
年１月１日時点で八女市に住民票がない方でも、八女市で給付金を受け取れ
る場合があります。ただし、事前の申出が必要です。該当される方は、男女
共同参画・生涯学習課（☎２３・１３１４）にご相談ください。 

【給付対象者】
給付対象となるのは次の①②の要件をどちらも満たす方です。
①平成27年度臨時福祉給付金の給付対象である方

（平成 27 年度臨時福祉給付金の給付要件を満たしているに
も関わらず、給付金の申請をしていない方も含みます）
②平成 29 年 3 月 31日までに 65 歳以上になる方

（昭和 27 年 4 月1日以前に生まれた方）

質
答
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第
４
次
八
女
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

　
在
、
本
市
で
は
、
平
成
23

年
か
ら
32
年
ま
で
の
「
第

４
次
八
女
市
総
合
計
画
」
に
基
づ

き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
が
平
成
27
年
度

で
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
点
検
・
評
価
を

行
い
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等

も
踏
ま
え
、
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
後
期
基
本
計
画
の

計
画
期
間
は
５
年
（
平
成
28
年
度

～
32
年
度
）
と
し
、
基
本
構
想
で

示
し
た
６
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

き
、
33
の
基
本
施
策
、
88
の
主
要

施
策
、
２
８
７
の
主
要
事
業
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
現
状
や
課
題
の
把
握
、
計

画
へ
の
反
映
の
た
め
、
平
成
27
年

に
20
歳
以
上
の
市
民
２
５
０
０

人
、
16
歳
か
ら
19
歳
の
市
民
１
０

０
０
人
を
対
象
に
し
て
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
各
分
野
に
お
け
る
満
足
度
、
重

要
度
、
将
来
に
望
む
ま
ち
の
姿
な

ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
分
野
別

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
・
分
野
で
活
動
さ

れ
る
団
体
の
方
々
か
ら
、
現
状
と

課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

素
案
に
対
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
意
見
募
集
や
市
民
代
表
者
に

よ
る
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議

を
経
て
策
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

将
来
都
市
像
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み

を
生
か
し 

安
心
し
て
心
ゆ
た
か
に

暮
ら
せ
る 

交
流
都
市 

八
女
」
の

実
現
へ
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
は
平
成
72
年
（
２
０
６
０
年
）

に
３
万
７
４
０
０
人
を
確
保
す

る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
の
た
め
に
４
つ
の
目
標
と
そ
れ
に
基

づ
く
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た
。「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を

呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び

込
む
好
循
環
と
そ
れ
を
支
え
る「
ま
ち
」

に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
施
策
を
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

　
八
女
市
の
総
人
口
は
、
昭
和
25
年
の

10
万
７
８
２
６
人
（
旧
１
市
３
町
２
村

の
合
計
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平
成

22
年
は
６
万
９
０
５
７
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
今
後
も
さ
ら

に
減
少
を
続
け
、
平
成
72
年
に
は
３
万

２
３
５
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

▪
後
期
基
本
計
画
策
定
の
趣
旨

▪
策
定
ま
で
の
取
り
組
み

▪
八
女
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

▪
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て

▼八女市総合計画の体系図

「ひと」と「八女市」をつなぐ
訪れ・住み・交流する新しいひとの流れをつ
くる
＜移住・定住の促進、交流の拡大＞ 

「ひと」と「地域」をつなぐ
地域の特性を踏まえて魅力を活かし、安心し
て暮らせる都市をつくる
＜持続的・自立的な都市の形成＞ 

出生数の増加・転出超過の緩和　　⇒　人口減少に対応

都市基盤づくり
快適で安全・安心な暮ら
しを支える都市基盤づく

りと都市機能の充実

生活環境づくり
人と自然にやさしく、暮らし

やすい生活空間づくり

健康・福祉の充実
少子・高齢社会に対応し、
自分らしく、安心して暮

らせるまちづくり

産業の振興
地場産業・観光の振興と
地域資源を活かした新産

業創出、雇用の確保

教育・文化の振興
生きる力の育成と豊かな

心を育てるまちづくり

【
将
来
の
都
市
像
】

ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
生
か
し
安
心
し
て

心
ゆ
た
か
に
暮
ら
せ
る
交
流
都
市 

八
女

市民参画と
健全な行財政運営

市民とともに歩み、市民と
ともに進めるまちづくり

44,130
40,344

36,734
33,366

30,235

47,252
44,189

41,517
39,278 37,355

本 現

2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

戦略人口

趨勢人口
←
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行
革
で
、
夢
を 

～
第
７
次
八
女
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

　
少
子
化・高
齢
化
、転
出
超
過
と
い
っ

た
本
市
の
人
口
問
題
に
対
し
て
、
長
期

的
視
点
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

２
０
４
０
年
に
お
い
て
４
万
７
３
０
０

人
程
度
、
２
０
６
０
年
に
お
い
て
３
万

７
４
０
０
人
程
度
の
人
口
規
模
を
め
ざ

し
ま
す
。（
下
図
参
照
）

【
基
本
的
な
考
え
方
】

　
総
合
戦
略
は
、「
八
女
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
示
し
た
目
標
人
口
を
達
成
す
る

た
め
に
４
つ
の
施
策
分
野
ご
と
の
基
本

目
標
を
示
す
も
の
で
す
。（
下
図
参
照
）

　
計
画
期
間
は
、
平
成
27
～
32
年
度

ま
で
で
す
。
基
本
目
標
に
沿
っ
て
具
体

的
な
施
策
や
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
革
」
は
、
た
く
さ
ん
の
労
力
を
必
要

と
し
ま
す
。
た
だ
そ
れ
は
、単
な
る「
手

段
」
に
す
ぎ
ず
、「
目
的
（
ゴ
ー
ル
）」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
行
革
」
で
築
く
、
強
く
安
定

し
た
行
財
政
基
盤
の
う
え
に
、
い
つ
ま
で
も

続
い
て
い
く
安
心
な
暮
ら
し
が
あ
り
、
そ
の

先
に
は
「
夢
」
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
自
然

が
残
り
、
お
い
し
い
農
林
産
物
が
た
わ
わ
に

実
る
豊
か
な
ま
ち
。
ち
い
さ
な
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

明
る
い
ま
ち
。
い
つ
も
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ

る
あ
っ
た
か
い
故
郷
。
そ
ん
な「
夢
」に
向
か
っ

て
、
今
年
度
か
ら
５
か
年
を
か
け
て
第
７
次

八
女
市
行
政
改
革
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
合
併
で
生
じ
た
職
員
や
施
設
の
余
剰
感
の

解
消
な
ど
の
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
と
、
時

限
的
な
措
置
で
あ
る
合
併
支
援
の
終
了
を
見

越
し
た
行
政
改
革
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
に
九

州
北
部
豪
雨
災
害
と
い
う
不
測
の
事
態
に
遭

遇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
職
員
数
の
削
減
、

市
債
（
借
金
）
残
高
の
縮
減
、
基
金
の
積
み

増
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
７
次
行
革
大
綱
は
、
人
口
減
少
や
合
併

に
伴
う
国
の
財
政
支
援
の
終
了
で
収
入
が
減

少
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
市
民
と
の
協
力
」、「
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
」、「
夢
と
希
望
の
あ
る
未
来
づ
く

り
」
お
よ
び
「
効
率
的
な
財
政
運
営
」
の
４

つ
の
柱
を
基
本
方
針
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

※
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
は
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

▪
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略

▪
第
６
次
行
革
（
平
成
23
年
度
～
平
成

27
年
度
）
の
取
り
組
み
成
果

▪
第
７
次
行
革
の
取
り
組
み

▼新しい行革が目指す 4 つの基本方針

め
ざ
す
べ
き
将
来
の
目
標
人
口

（
戦
略
人
口
）

▼戦略人口

市民との協力
⃝市民と行政の信頼関係と協力関係 
⃝市民とのコミュニケーション 
⃝接遇の向上 
⃝自分たちで暮らしを守る 
⃝市民が支えあう福祉の実現
⃝地域の実情にあった対策

市民サービスの向上
⃝窓口手続きでの省力化・簡素化 
⃝丁寧で分かりやすい対応 
⃝コストパフォーマンスの高い企画立案能
力 や人材育成
⃝民間のノウハウの活用
⃝女性職員の活躍応援 　など

夢と希望のある未来づくり
⃝選択的な事業投資 
⃝運営経費を意識した事業立案 
⃝実施事業のチェック 
⃝借金や基金の管理 
⃝収入対策（ふるさと支援寄付等）

効率的な財政運営
⃝無理・無駄の無いスリムで強い行財政 
⃝公共施設の利活用や処分 
⃝公共施設の計画的なメンテナンス 
⃝外郭団体の安定運営 
⃝業務の精査と外部委託の模索 
⃝サービスの質や地域実情に合った定員管理

「ひと」と「しごと」をつなぐ 
八女の資源を活かして経済を活性化し、安定
した雇用を創出する
＜就業の場の拡大、生産性の向上＞

「ひと」と「ひと」をつなぐ 
若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希
望をかなえる
＜出生率の上昇、若者人口の増加＞ 

出生数の増加・転出超過の緩和　　⇒　人口減少に対応

69,058

69,058
64,795

60,273
55,868

51,721
47,871

64,795
60,675

56,939
53,579

50,419

行

H23 H24 H25 H26 H27

626人
602人 593人

583人 576人

職員数の
推移

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課 

企
画
政
策
係
（
☎
２
４・９
０
０
９
）

2010年 2020年 2030年2015年 2025年 2035年

※数値は各年度４
月１日現在の普通
会計と公営事業関
係職員の合計
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昭
和
23
年
か
ら
63
年
ま
で
の
間
で
、

満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防
接
種

や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
た
人

は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集
団
予
防
接
種

等
に
よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

さ
れ
た
人
（
こ
れ
ら
の
方
々
の
相
続
人
を

含
み
ま
す
）
に
、
病
態
に
応
じ
て
50
万
円

か
ら
３
６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
を
支
給

す
る
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
救

済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
、
病
態

を
証
明
す
る
た
め
、
医
療
機
関
な
ど
か

ら
必
要
な
証
拠
を
収
集
し
て
い
た
だ
き
、

国
を
相
手
と
し
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟

を
提
起
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
裁
判
上
の
和
解
手
続
き
に
よ
り
、

救
済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
証
拠

か
ら
確
認
で
き
た
人
に
は
、
給
付
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
一
連
の
手
続
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
弁
護
士
に
つ
い
て
は
、「
Ｂ
型

肝
炎
　
弁
護
士
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各

地
の
弁
護
団
の
連
絡
先
へ
の
リ
ン
ク
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
血

液
検
査
）
で
簡
単
に
わ
か
り
ま
す
。
職

場
な
ど
の
健
康
診
断
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
で
の
住
民
健
診
や
都
道

府
県
等
の
保
健
所
で
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、

⃝

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
Ｂ
型
肝

炎
訴
訟
』
で
検
索

※
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方
や
受
け
取

る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
資
料
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

⃝

厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（
年
末
年
始

を
除
く
平
日
９
時
～
17
時
）

☎
０
３
・
３
５
９
５
・
２
２
５
２
　

　
八
女
市
で
は
、
市
内
で
新
規
創
業
を
予
定

さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
表
題
の
補
助
制
度

を
創
設
し
、
八
女
市
商
工
会
お
よ
び
八
女
商

工
会
議
所
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
補
助
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
商
工
観
光
課
商
工
振
興
企

業
誘
致
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
５
９
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
さ
れ
る
場

合
は
、
左
記
の
創
業
塾
を
受
講
い
た
だ
く
こ

と
が
申
請
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
中
に
創
業
さ
れ
な
く
て
も
創
業
塾
を
事

前
に
受
講
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次
年
度
の
創

業
時
期
に
関
し
て
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
受
講
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
創
業
に
お
け
る
知
識
習
得
や
新
規
開
業
時

の
具
体
的
な
事
業
計
画
・
資
金
計
画
の
立
て

方
、
実
践
的
な
経
営
な
ど
、
必
要
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
開
催
す
る
短
期
集
中
型

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

⃝

開
催
日
＝
５
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

※
２
日
間
と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

開
催
時
間
＝
５
月
14
日
㈯
10
時
～
17
時
、

15
日
㈰
９
時
30
分
～
17
時

⃝

場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階
第
１
・
２

研
修
室
（
八
女
市
本
村
４
２
５
‐
２
２
‐
２
）

⃝

講
師
＝
中
小
企
業
診
断
士
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
、
八
女
市
、
八
女
商
工
会
議
所
、
八

女
市
商
工
会

⃝

受
講
料
＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

⃝

定
員
＝
20
人
程
度

⃝

対
象
者
＝
新
規
創
業
を
計
画
中
の
人
で
代

表
者
に
な
る
人
、
創
業
１
年
未
満
の
人
で
代

表
者
の
人
※
法
人
の
場
合
は
、
代
表
取
締
役

の
人

⃝

持
参
品
＝
筆
記
用
具
・
計
算
機
・
エ
ク
セ
ル

が
使
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

⃝

受
講
特
典

①
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
に
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

②
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
で
市
が
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
新
規
創
業
補
助
金

等
の
申
請
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
八
女
商
工
会
議
所
、
八
女
市
商
工
会
に
よ

る
創
業
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

申
込
・
受
講
問
い
合
わ
せ
＝

▽
八
女
商
工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

▽
八
女
市
商
工
会
（
☎
４
２
・
０
１
５
３
）

八
女
創
業
塾
の
受
講
生
募
集
！

「八女市新規創業補助金」の申請や新規創業資金等の借り入れ予定の皆様へ

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付

金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

集
団
予
防
接
種
等
に
よ
る

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
人
に
は

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

新
た
な

補
助
制
度
を

活
用
く
だ
さ
い
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八
女
市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
地
域
再
生
・
活

性
化
の
推
進
を
目
的
と
し
た
企
画
提
案
を
地
域
団
体
か
ら
募
集

し
、
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
判
断
さ
れ
た
団
体
に
「
地
域

づ
く
り
提
案
事
業
助
成
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
企
画
を
お
持
ち
の
団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提

案
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
な
ど
は
、
八
女
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。な
お
、本
庁・各
支
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
団
体
＝
校
区
（
地
区
）
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等

◦
対
象
と
な
る
活
動
（
事
業
）

①
地
域
振
興
計
画
の
策
定

②
共
同
生
活
の
維
持
お
よ
び
住
環
境
の
整
備
、
景
観
等
の
保
全

③
地
域
振
興
活
動
、
地
域
活
性
化
活
動
　

④
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動
　

⑤
人
材
育
成
事
業

※
②
～
⑤
の
活
動
は
地
域
振
興
計
画
に
基
づ
く
活
動
が
助
成
対
象

◦
助
成
金
の
額
＝
①
の
活
動
は
最
高
30
万
円
、
②
③
の
ハ
ー
ド

事
業
は
最
高
１
０
０
万
円
、
②
～
⑤
の
ソ
フ
ト
事
業
は
最
高
50

万
円

◦
募
集
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

◦
募
集
方
法
＝
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
地
域
づ
く
り
企
画
提
案
書

を
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
提
出
先・問
い
合
わ
せ
＝
▽
地
域
振
興
課（
☎
２
３・１
２
２
４
）

▽
黒
木
支
所
総
務
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）
▽
立
花
支
所
総

務
課
（
☎
２
３
・
５
１
４
３
）
▽
上
陽
支
所
総
務
課
（
☎
５
４
・

２
２
１
１
）
▽
矢
部
支
所
総
務
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽

星
野
支
所
総
務
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　
空
き
家
を「
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
」

と
捉
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ

空
き
家
の
活
用
方
法
の
提
案
を
募
集

し
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
優
れ
た
提

案
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
は
、

そ
の
実
現
に
必
要
な
改
修
費
用
な
ど

最
高
５
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
と
な
る
事
業
＝
空
き
家
を
再

生
ま
た
は
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業

で
、
ま
ち
の
再
生
や
地
域
活
性
化
に

役
立
つ
先
端
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
も
の

（
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
改
修
工
事

が
完
了
す
る
も
の
）。

◦
応
募
資
格
＝

①
再
生
ま
た
は
活
用
し
よ
う
と
す
る

空
き
家
が
あ
る
地
域
の
自
治
組
織
　

②
市
民
活
動
団
体
等
で
、
①
の
自
治

組
織
と
連
携
が
図
れ
る
も
の
な
ど

◦
対
象
と
な
る
空
き
家
の
要
件
＝

①
市
内
に
あ
り
、
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
所
有
者
等
が
了
承
し
て
い
る
こ
と

②
同
一
部
位
に
対
し
て
市
の
類
似
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど

◦
事
業
を
実
施
す
る
際
の
要
件
＝

①
10
年
以
上
は
継
続
し
て
事
業
を
実

施
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
　

②
事
業
の
進
捗
状
況
や
活
動
状
況
に

つ
い
て
、
継
続
的
に
情
報
発
信
す
る

こ
と

③
地
域
の
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持

や
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
留
意
す
る

こ
と
な
ど

◦
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事
等
＝

①
設
計
・
監
理
費
　

②
台
所
、
浴
室
、
洗
面
所
、
便
所
の

改
修

③
給
排
水
、
電
気
、
ガ
ス
の
設
備
の

改
修
　

④
外
装
、
内
装
の
改
修
　

⑤
什
器
類
の
購
入
な
ど
の
う
ち
、
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

◦
応
募
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
28
日

㈫◦
応
募
方
法
＝
詳
し
い
応
募
要
領
や

応
募
用
紙
は
地
域
振
興
課
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課 

地
域

づ
く
り
推
進
係（
☎
２
３・１
２
２
４
）

平成 28年度
八女市地域づくり提案事業を募集（第１次募集）

地
域
づ
く
り

活
動
を
支
援

空
き
家
を
再
生・
活
用
す
る

提
案（
モ
デ
ル
事
業
）

を
募
集
し
ま
す

空
き
家
を

ま
ち
づ
く

り
資
源
に

辺春地域振興会議では、昔
ながらの味噌作りとコンニャ
ク作り体験を実施しました

光友地区地域振興会議で
は、交流の場づくりのため
にバンコを設置しました

補
助
金
額
最
高
５
０
０
万
円

　

大
雨
、
台
風
、
洪
水
な
ど
は

突
然
や
っ
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。風
水
害
の
多
い
時
期
は
、

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
・
長
雨
時

で
す
。
ま
た
、
予
想
し
に
く
い
局

地
的
な
集
中
豪
雨
も
全
国
各
地

で
発
生
し
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

普
段
の
備
え
や
直
前
の
準
備
が

被
害
の
軽
減
に
役
立
ち
ま
す
。

【
日
頃
の
備
え
】
▽
非
常
用
品
を

必
要
最
小
限
に
ま
と
め
て
お
く
。

▽
行
政
区
等
で
災
害
図
上
訓
練

等
を
行
い
、
起
こ
り
う
る
災
害
や

浸
水
想
定
か
所
を
確
認
す
る
。

【
事
前
の
情
報
収
集
】
▽
気
象
庁

が
出
す
警
報
や
注
意
報
を
こ
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
る
。

【
家
の
外
の
備
え
】
▽
側
溝
や
雨

ど
い
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
▽
自
宅
周
辺
に
風
で
飛
ば

さ
れ
そ
う
な
物
が
あ
れ
ば
、
室
内

に
移
動
す
る
か
固
定
す
る
。

【
家
の
中
の
備
え
】
▽
浸
水
が
予

想
さ
れ
る
時
は
、
必
要
な
も
の
を

高
い
と
こ
ろ
へ
移
動
す
る
。

【
心
構
え
】
▽
不
要
不
急
な
外
出

は
や
め
る
。

▽
川
や
池
等
の
様
子
を
見
に
行

か
な
い
よ
う
に
す
る
。

風水害に
備える！
八女消防本部

（☎ 24・1119）
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郷
土
史
部
で
は
、
も
と
も
と
毎
月
２

回
の
例
会
を
行
い
、
立
花
町
の
歴
史
を

調
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
市
町
村

合
併
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
八
女
地
方

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
手
を
拡
げ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
周
辺
地
域
と

文
化
に
一
層
の
親
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。  

そ
の
一
方
で
、
江
戸
時

代
以
降
の
矢
部
川
の
水

争
い
は
ダ
ム
の
完
成
に
よ

り
解
決
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
矢
部
川
を
挟
ん

で
無
意
識
の
う
ち
に
対
立

意
識
を
持
つ
人
た
ち
も
い

た
よ
う
で
す
。そ
こ
で「
悠

久
の
歴
史
の
中
で
旧
藩
の

対
立
意
識
は
短
い
も
の
、

い
つ
ま
で
も
引
き
ず
る
も
の
で
は
な
い
」

と
、新
し
い
郷
土
観
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

  

こ
う
し
て
、
新
市
の
真
ん
中
に
共
有
す

る
矢
部
川
を
、
私
た
ち
の
研
究
対
象
に

し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

  

江
戸
時
代
、
矢
部
川
は
有
馬
藩
と
柳

川
藩
と
を
区
切
る
「
御お

さ
か
い
が
わ

境
川
」
で
し
た
。

両
藩
の
水
の
取
り
合
い
の
名
残
り
を
、

多
く
あ
る
井い

ぜ
き堰
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
手
の
井
堰
の
下
に
用
水
路
の
水

を
落
と
し
、
再
び
自
分
の
領
の
水
と
し

た
の
で
す
。
ま
た
、
別
名
「
天
井
川
」
と

も
呼
ば
れ
、
底
が
浅
く
水
が
溢
れ
や
す

い
矢
部
川
は
、
江
戸
時
代
か
ら
20
年
に

１
度
の
割
合
で
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
場
所
は
決
ま
っ
て
川
と
川
が
合

流
す
る
地
点
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う

な
場
所
に
水
天
宮
を
祭
っ
た
の
で
す
。
久

留
米
水
天
宮
本
社
の
分
霊
社
の
約
半
数

で
あ
る
22
か
所
が
矢
部
川
筋
に
あ
る
こ

と
か
ら
も
洪
水
の
多
さ
が
伺
え
ま
す
。

  

過
去
５
年
間
、
郷
土
史
部
で
は
矢
部

川
の
様
子
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。
分
か
っ

た
こ
と
は
、
古
来
か
ら
水
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
水
の
取
り
合
い
を
し
て
き
た
の
も
、

水
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
で

し
た
。
昭
和
28
年
の
大
水
害
を
契
機
に

日
向
神
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
取
り
合
い
で

な
く
、
水
の
分
け
合
い
も
、
こ
の
時
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
矢
部
川
を
通

し
て
思
う
こ
と
は
、「
上
流
も
下
流
も
一

体
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
下
流
の

人
た
ち
は
「
き
れ
い
な
水
を
流
し
て
く
だ

さ
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
矢
部
村
の
柳

川
市
民
の
森
は
、
年
に
数
回
柳
川
市
か

ら
漁
業
組
合
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
草

刈
り
に
来
ら
れ
て
お
り
、
10
周
年
を
迎

え
る
そ
う
で
す
。

  

川
を
通
し
て
周
辺
地
域
が
一
体
と
な

り
、
き
れ
い
な
川
を
守
る
こ
と
を
、
次
世

代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
を
東
西
に
貫
く
矢
部
川
。
こ
の
矢
部
川
と
い
う
名
前
が
い
つ
付
け

ら
れ
た
の
か
、
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
。
実
は
明
治
５
年
に
当
時
の
三
潴
県
庁
（
現
在

の
福
岡
県
）
か
ら
の
布
告
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
幾
度
と
な
く
氾
ら
ん
を
繰
り
返

し
て
き
た
矢
部
川
で
す
が
、
い
つ
の
時
代
も
周
辺
地
域
に
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
水

は
生
命
の
源
で
す
。
今
回
は
矢
部
川
に
つ
い
て
自
主
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
立
花
文
化
連

盟
郷
土
史
部
の
平
島
格
さ
ん
、
井
上
精
さ
ん
、
冨
野
恭
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

悠
久
の
流
れ
を
次
世
代
へ

  
～
矢
部
川
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～

矢
部
川
の
歴
史

左から平島さん、井上さん、冨野さん

上
流
も
下
流
も
一
体

矢
部
川
を
共
有
す
る

矢部村の柳川市民の森での草刈り 井堰図（立花町史より）
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   1

平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

※
入
館
料
５
０
０
円
（
し
ず
く
茶
か
抹

茶
と
和
菓
子
付
※
小
学
生
３
０
０
円
）

【
Ｇ
Ｗ
新
茶
フ
ェ
ア
】

５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

▽
闘
茶
会
＝
５
種
類
の
お
茶
を
飲
み
当
て

ま
す
（
５
０
０
円
）。

▽
釜
炒
り
茶
＝
体
験
料
５
０
０
円

▽
新
緑
の
茶
席
＝
（
入
館
券
、
ま
た
は
お

茶
代
３
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
）。

▽
和
菓
子
作
り
体
験
＝
５
月
３
日
㈷
・
５

日
㈷
の
み
、
①
10
時
30
分
②
11
時
③
11

時
30
分
④
12
時
⑤
13
時
30
分
⑥
14
時
⑦

14
時
30
分
⑧
15
時
（
体
験
料
５
０
０
円
）

▽
新
茶
の
楽
し
み
方
講
座
＝
５
月
４
日

㈷
、（
３
０
０
円
）

【
新
茶
試
飲
即
売
会
】
５
月
３

日
㈷
～
５
日
㈷
、
10
時
～

【
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教

室
】
５
月
５
日
㈷
13
時
～
／

参
加
費
５
０
０
円
※
要
予
約

【
茶
摘
み
体
験
】
５
月
３
日
㈷
10
時
～
／

大
人
２
５
０
０
円
、
子
ど
も
１
５
０
０
円

（
昼
食
付
、
大
人
は
後
日
茶
１
０
０
グ
ラ

ム
郵
送
、
子
ど
も
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
）

※
要
予
約

【
新
茶
ま
つ
り
（
新
茶
の
試
飲
と
販
売
）】

４
月
29
日
㈷
～
５
月
５
日
㈷
※
２
日
は

販
売
の
み

【
新
茶
ま
つ
り
】

４
月
29
日
㈷
～
５
月
８
日
㈰

【
タ
ケ
ノ
コ
バ
ー
ガ
ー
限
定
販
売
】

４
月
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈰

【
ウ
メ
山
ウ
メ
子
ア
イ
ス
対
面
販
売
】

５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷
※
ウ
メ
山
ウ
メ
子

の
新
商
品

【
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ぽ
ん
で
ポ
ン
菓
子
】
５
月

５
日
㈷
※
子
ど
も
限
定

【
母
の
日
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
対
面
販
売
】

５
月
７
日
㈯
※
花
き
部
会

※
タ
ケ
ノ
コ
バ
ー
ガ
ー
、
ぽ
ん
菓
子
、
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ほたると石橋
の館

（上陽）
☎54・2150

茶
の
文
化
館（
星
野
）

☎
５
２・３
０
０
３

べ
ん
が
ら
村

☎
２
４・３
３
３
９

道
の
駅
た
ち
ば
な

☎
３
７・１
７
１
１

八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り

５月の連休期間中
お茶のイベント等

【忠見小学校へ】　
▽忠見小学校父母教師会会長 大隈健二＝児童図書、小
学生こども新聞１年分、テント（３号 ２間×３間）
▽忠見会会長 坂田義幸＝ストーブ１台、グロッケン１台

⃝日時＝ 5 月6日㈮ 19 時～
⃝会場＝げんき館おおぶちイベントホール
⃝上映作品＝フィールド・オブ・ドリームス
⃝問い合わせ＝同館（☎ 24・8217）

　
端
午
の
節
句
が
、
男
児
の
立
身
出
世
を
願
う
意
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
初
期
。
戦
場
へ
の

覚
悟
を
新
た
に
す
る
た
め
、
甲
冑
を
飾
っ
た
習
わ
し
が
、

そ
の
起
源
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
暦
の
５
月
は
食
物

が
痛
み
や
す
い
た
め
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
菖
蒲
を
部
屋

に
置
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
一
説
で
は
こ
の
菖
蒲
に
、

武
事
を
重
ん
じ
る
「
尚
武
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
、
男

児
の
節
句
と
し
た
と
も
い
い
ま
す
。
今
回
、
交
流
館
企

画
展
で
は
、
節
句
の
外
飾
り
・
内
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。

男
児
の
健
康
を
気
づ
か
う
親
心
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
４
月
29
日
㈷
～
５
月
29
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

端
午
の

　
節
句
展

5月の
横町町家
交流館の
催し

寄附のお礼　※敬称略

キリトリセン

「夜更かし名作上映会」
げんき館おおぶちイベント情報

参加
無料

申込
不要

持ち込み OK！途中入室・退室 OK！気軽に参加ください。

【
八
女
新
茶
ま
つ
り
】
５
月
３
日
㈷
10
時
～
／

八
女
伝
統
工
芸
館
駐
車
場
・
鉄
道
記
念
公
園

問
八
女
商
工
会
議
所
（
☎
２
２・５
１
６
１
）

※
横
町
町
家
交
流
館
駐
車
場
の
閉
鎖
に
伴
い
、
車
で

来
館
さ
れ
る
方
は
市
役
所
駐
車
場
か
八
女
伝
統
工
芸

館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



　2016.5.1　広報やめ

　八女
こども食堂に

　みん
なで食べに来んね 消費生活

そうだん
⑰

今
回
も
新
生
活
の
時
期
に
起
こ
り
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
新
し
い
生
活
に
備
え
て
、
自
動
車
を
購
入
し
た
り
、
手

放
し
た
り
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。
中
古
自
動

車
に
関
す
る
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
事 

例
】　

　
２
年
前
に
購
入
し
た
中
古
車
の
バ
ン
パ
ー

が
、取
り
換
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

購
入
す
る
と
き
に
、
販
売
業
者
か
ら
修
理

し
た
履
歴
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

損
害
賠
償
な
ど
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
中
古
自
動
車
の
販
売
に
関
し
て
、
事
故

車
と
は
、「
自
動
車
の
骨
格
部
分
の
修
理
を

し
た
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
古

自
動
車
を
販
売
す
る
際
に
は
、
事
故
車
で

あ
る
こ
と
や
修
理
し
た
履
歴
を
表
示
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ

に
注
意
が
必
要
で

す
。
エ
ン
ジ
ン
や

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

重
要
な
部
分
で

あ
っ
て
も
、
自
動
車
か
ら
取
り
外
し
が
で

き
る
部
分
の
修
理
な
ど
は
表
示
す
る
義
務

は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
事
例
だ
と
、
バ
ン

パ
ー
部
分
の
交
換
し
た
履
歴
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
違
反
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
骨
格
部
分
以
外
の
消
費

者
に
は
わ
か
ら
な
い
部
分
の
修
理
や
欠
陥

に
関
し
て
の
表
示
は
、
努
力
義
務
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

※
こ
こ
に
注
目
！

　
自
動
車
の
購
入
に
関
し
て
も
、
消
費

者
を
守
る
た
め
の
法
律
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
消
費
者
契
約
法
に
は
、「
重
要
事
項

に
つ
い
て
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ

る
こ
と
」
を
禁
止
し
、
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故

車
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の

修
理
に
つ
い
て
も
「
一
切
交
換
な
し
」
な

ど
と
表
示
し
て
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
た
場
合

は
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
そ
の
他
の
修
理
に
関
し
て
、
販

売
店
も
特
段
の
表
示
を
せ
ず
に
、
消
費

者
も
特
に
尋
ね
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、

双
方
に
落
ち
度
が
あ
る
と
し
て
、
簡
単
に

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
断
言
で
き

ま
せ
ん
。
中
古
車
の
購
入
を
検
討
す
る
と

き
に
は
、
事
故
車
や
修
理
履
歴
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
交
換
し
た
部
分
も
詳
し
く
尋

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
相
談
窓
口
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時
30

分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

自
動
車
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
！

霾ば
い
て
ん天

へ
工
事
の
ク
レ
ー
ン
首
の
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　        

牛
島  

景
子

賑
は
ひ
の
花
の
城
址
と
言
ふ
べ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　       

堤   

多
鶴
子

春
菜
摘
む
付
箋
の
多
き
料
理
本

　
　
　
　
　
　
　
　      

中
川
原
篤
子

奥
八
女
の
火
渡
り
神
事
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　       

松
延
み
さ
と

啓
蟄
や
空
を
見
上
げ
て
も
う
い
い
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　        

松
﨑  

伸
子

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

ひ
こ
ば
え
が
春
を
動
か
す
世
を
変
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

吉
泉  

守
峰

遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
工
事
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

青
木 

早
弓

梅
林
に
く
の
字
コ
の
字
の
順
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　      

寺
田  

睦
子

山
路
来
て
水
温
む
日
や
芹
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
満
留
美

も
の
の
芽
の
み
な
解ほ
ぐ

れ
つ
つ
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
ア
サ
子

春
雷
の
遠
く
眠
り
を
誘
ふ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
崎
万
智
子

石
垣
に
す
み
れ
一
輪
顔
を
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

山
本  

光
子

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.5）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。



広報やめ　2016.5.113

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「
八
女
こ
ど
も
食
堂
さ
り
げ
な
く
」
を
開
設
し
た  

甲
木 

真
由
美
さ
ん

４月２日㈯、八女市土橋八幡宮南
側の居酒屋「さりげなく酒婆」店内
にオープン。左から娘の由衣さん、
真由美さん、母親の百合子さん。
開催は毎週土曜日の午前11時から
午後２時まで。毎回30食を予定し
ている。問い合わせ先は甲木さん
（☎090・3419・5204）

88
　
「
民
生
委
員
を
し
て
い
て
、福
祉
に
関

す
る
問
題
に
携
わ
っ
た
り
様
々
な
研
修
を

受
け
た
り
す
る
中
で
、各
地
で
広
が
っ
て

い
る
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。私
自
身
が
ひ
と
り
親
で

子
育
て
を
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、昼
と

夜
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
時
な

ど
、疲
れ
て
娘
に
ご
飯
を
作
れ
な
い
時
も

あ
り
ま
し
た
。今
の
子
育
て
を
し
て
い
る

人
た
ち
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
開

設
に
あ
た
っ
て
は
、久
留
米
市
の
『
く
る

め
こ
ど
も
食
堂
』
を
見
学
し
た
り
、こ
ど

も
食
堂
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
に
参
加

し
た
り
と
、実
際
取
り
組
ん
で
い
る
人
た

ち
の
生
の
声
を
聞
き
、心
構
え
や
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。そ
う
す
る
う

ち
に
『
こ
れ
は
も
う
実
行
あ
る
の
み
だ
』

と
の
思
い
が
強
く
な
り
、母
が
経
営
す
る

土
橋
の
居
酒
屋
『
さ
り
げ
な
く
酒
婆
』の

施
設
を
使
え
ば
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
と

考
え
、急
い
で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
食

事
の
提
供
は
、
母
と
娘
の
協
力
を
得
て

3
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。メ
ニ
ュ
ー
は
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
と
ス
ー
プ
な
ど
の
サ
イ
ド
メ

ニ
ュ
ー
。サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
の
時
々
の

食
材
次
第
で
献
立
を
考
え
て
い
く
予
定

で
す
。
食
材
は
、米
を
知
人
に
安
く
分
け

て
も
ら
い
、そ
の
他
の
材
料
に
つ
い
て
は

自
分
で
調
達
し
て
い
ま
す
。農
家
の
方
に

規
格
外
の
食
材
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け

れ
ば
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で

試
行
錯
誤
で
の
取
り
組
み
で
す
が
、
親

子
、お
子
さ
ん
同
士
、
ま
た
お
子
さ
ん
一

人
で
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
来
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
食
堂
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。な
る
べ
く
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、そ
し
て
八
女
市
内
の
各
地
で
こ
ど

も
食
堂
の
取
り
組
み
が
広
ま
っ
て
い
く
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　八女
こども食堂に

　みん
なで食べに来んね

●利用料＝小学生未満無
料、小学生 100 円、中学
生 200 円、高校生 300 円、
ひとり親世帯の大人 300円、
それ以外の方 500 円

♥本館　７日、14日、21日、28
日おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館　7日㈯10時30分～
おはなしコーナー
幼児～小学生の皆さん対象で
す♪

5月のよみきかせ

5月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象♪
♥本館　1日㈰、21日㈯11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　28日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

5月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,3 ㈷ ,4 ㈷ ,5 ㈷ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪図書館の休館日

5 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈷ ,4 ㈷ ,5 ㈷ ,10 ㈫ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮ ,31 ㈫

✿ 5 月の館内整理日は 27 日㈮✿

図書館で利用しなくなった本や雑
誌をお譲りします。
◦日時＝５月3日㈷～8日㈰
　10時～17時
◦場所＝本館２階ロビーと研修室
※本を入れる袋をご用意ください。

ブックリサイクル
のお知らせ

◦
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に

合
わ
せ
て
図
書
館
で
は
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

①
し
お
り
配
布
（
本
館
）

②
「
春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は

な
し
か
い
」
４
月
23
日
㈯
14

時
か
ら
。
本
館
２
階
研
修
室

③
「
本
de
ビ
ン
ゴ
！
」
ビ
ン

ゴ
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
、
指

定
の
分
類
の
本
や
お
す
す
め

の
本
を
借
り
て
ビ
ン
ゴ
を
完

成
さ
せ
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
！

（
本
館
・
分
館
）

④
「
こ
ど
も
の
日
映
写
会
」

５
月
5
日
㈷
14
時
か
ら
。
八

女
文
化
会
館
２
階
研
修
室

　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
映
写

会
で
す
。
子
ど
も
向
け
の
内

容
で
す
が
大
人
の
方
も
懐
か

し
い
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
映

像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⑤
テ
ー
マ
図
書
の
展
示
（
本

館
・
分
館
）

★
２
０
１
６･

第
58
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
★

　
「
四
角
い
本
に
ま
あ
る
い
心
」

4/23
㈯
～

5/12
日
㈭
ま
で
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
で
、
八
女
市
で
は
２
０
３
人
が
各

担
当
区
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生

委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
人
格
識
見
高
く
、
広
く
社
会
の
実
情
に
通

じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど

民
生
委
員
法
に
規
定
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す

人
が
、
八
女
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
長
お

よ
び
八
女
市
長
か
ら
福
岡
県
知
事
・
厚
生
労

働
大
臣
に
推
薦
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
の

区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か

け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員

の
中
で
も
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援

を
専
門
に
担
当
す
る
の
が
主
任
児
童
委
員
で

す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の

不
安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の

心
配
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
、

必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
役
所
や

地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守

秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
福
島
・
長
峰
・
上
妻
・
三
河
・

八
幡
・
川
崎
・
忠
見
・
岡
山
・
上
陽
・
黒
木
・

立
花
・
矢
部
・
星
野
の
13
校
区
そ
れ
ぞ
れ
に

協
議
会
、
ま
た
市
全
体
で
主
任
児
童
委
員
部

が
置
か
れ
、
さ
ら
に
13
校
区
・
１
部
の
横
断
的

組
織
と
し
て
、
八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
（
伊
藤
正
雄
会
長
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
校
区
協
議
会
や
主
任
児
童
委
員
部
、
連
絡

協
議
会
で
は
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
対
応

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
資
質
向
上
の
た

め
の
研
修
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

で
は
、
地
域
の
方
々
の
見
守
り
・
相
談
活
動
等

を
行
う
民
生
委
員
児
童
委
員
が
充
実
し
た
活

動
を
行
え
る
よ
う
、
情
報
共
有
、
研
修
、
校

区
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
、

福
祉
課
題
の
複
雑
多
様
化
は
ま
す
ま
す
深
刻

化
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
だ
け
で

は
対
応
が
難
し
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
八
女
市
の
強
み
は
住
民
同
士
の
支

え
合
い
、「
地
域
力
」
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
自
ら
が
住
む
地
域
の
支
え
合
い
、

お
互
い
様
の
心
遣
い
を
住
民
同
士
が
再
確
認

し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
共
に
、「
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
八
女
市
」
を
実
現
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
して
生
活

で
き
る
地
域
づく
り
の
た
めに
。

制
度
創
設
99
年　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日

　
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？　
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
、
民
生
委

員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
が
生
活
上
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。
あ
な
た
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

役
割
は･･･

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
と
は

八女市民生委員児童委員
連絡協議会 
伊藤正雄会長（黒木）

５月12日～
18日は活動
強化週間

八女市民生委員児童委員連絡協議会役員の皆さん

ご
あ
い
さ
つ
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民生委員制度創設１００周年へ向けて
　民生委員制度は、平成 29 年に制度創設１００周年を迎えます。これは、民生委員制度の源である岡山県の「済世
顧問制度」が大正 6（１９１７）年から数えて１００年を迎えることによります。（全国民生委員児童委員連合会資料）
　平成 28 年度は民生委員児童委員一斉改選の年。民生委員は地域を支える相談役です。お互いさまの心遣いを
大切に、地域の皆さんの力で、民生委員児童委員制度を支えていきましょう。     

Ｑ　
民
児
委
員
に
な
ら
れ
た
き
っ
か

け
は
？

田
村　
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
は
習
字

の
教
室
な
ど
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

か
か
わ
り
が
深
か
っ
た
か
ら
。
自
宅
が

火
事
に
あ
い
、
大
変
だ
っ
た
と
き
に
多

く
の
地
域
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
り
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の

手
助
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
お
受

け
し
ま
し
た
。

轟　
ち
ょ
う
ど
退
職
し
た
年
に
区
長

か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
民
生
委
員
と

な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
就
任
さ
れ
た
当
初
は
、
民
児
委

員
活
動
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
か
？

田
村　
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
不
安

で
肩
の
力
を
抜
く
の
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
た
だ
、
ベ
テ
ラ
ン
の
委
員
さ

ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
自
分
な
り
に

活
動
し
て
い
く
中
で
、
ま
ず
は
地
域
の

方
々
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

轟　
地
域
は
隣
近
所
の
関
係
が
強
く
、

お
互
い
の
見
守
り
も
で
き
て
い
ま
し
た

の
で
、
不
安
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

Ｑ　
民
児
委
員
活
動
で
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
、
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
？

田
村　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
何
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
。
中
高
生
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
気
軽
に
声
を
か
け
、
話
を

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

く
「
こ
の
方
と
知
り
合
え
て
よ
か
っ
た
」

と
私
の
力
に
な
り
ま
す
。

轟　
矢
部
校
区
14
名
の
委
員
さ
ん
方

が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

地
域
の
見
守
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
る
姿
が
う
れ
し
い
で
す
。
今
後
は
地

域
で
ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
支
え
る
側
、
支
え
ら
れ

る
側
、
双
方
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

Ｑ　
民
児
委
員
活
動
で
心
が
け
ら
れ

た
こ
と
は
？

田
村　
い
つ
も
笑
顔
で
自
然
体
。
た
と

え
自
宅
で
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
気

持
ち
を
切
り
替
え
、
笑
顔
で
活
動
し

ま
す
。「
あ
ん
た
か
ら
元
気
も
ら
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
相
乗
効
果
で
私
の

た
め
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

轟　
高
齢
者
が
多
い
の
で
、
買
い
物
や

受
診
な
ど
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
困
っ
て
い
る
方
へ
の
手
助
け
を
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
心
を

配
り
ま
し
た
。

Ｑ　

今
年
は
一
斉
改
選
。
新
た
に
民

児
委
員
に
な
ら
れ
る
方
へ一
言

田
村　

校
区
の
委
員
は
チ
ー
ム
だ
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
一
緒

に
協
力
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

轟　

5
期
15
年
務
め
ま
し
た
。
今
ま

で
行
っ
て
き
た
活
動
を
い
か
に
次
の
方

に
引
き
継
い
で
い
け
る
か
、
支
え
る
側

の
減
少
や
見
守
り
活
動
等
新
た
な
課

題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

主
児
委
員
に
な
ら
れ
た
き
っ
か

け
は
？

荒
川　
小
学
校
教
諭
退
職
後
、
何
か

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
仕
事
が
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
の
で
お
受
け
し
ま
し

た
。

Ｑ　
就
任
さ
れ
た
当
初
は
、
主
児
委

員
活
動
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
か
？

荒
川　
学
校
訪
問
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、当
初
は「
ど

ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
の
か
な
？
」

と
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
た
だ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。

Ｑ　

主
児
委
員
活
動
で
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
、
印
象
深
か
っ
た
こ
と
。
特

徴
的
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

荒
川　
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々

と
関
わ
っ
て
役
に
立
て
た
と
思
え
た
と

き
、
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
主
児
委
員
で
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
上
陽
校
区
で
は

子
ど
も
民
生
委
員
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち

の
交
流
が
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も

思
い
や
り
の
心
が
育
っ
て
い
る
と
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
民
生
委
員
と
し
て
も

一
緒
に
活
動
し
、充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
主
児
委
員
活
動
で
心
が
け
ら
れ

た
こ
と
は
？

荒
川　
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
よ
く

話
を
聞
く
こ
と
。
信
頼
し
て
話
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
や
さ
し
く
接
す
る

こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は

よ
い
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
ほ
め
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
年
は
一
斉
改
選
。
新
た
に
主

児
委
員
に
な
ら
れ
る
方
へ一
言

荒
川　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
好
き
で
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思

わ
れ
る
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

主
任
児
童
委
員
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

（
※
敬
称
略
）

上陽校区 荒川和子委員

（左 ) 矢部校区 轟　昭彦委員
（右 ) 上妻校区 田村邦子委員



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
大
会
が

４
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰
に
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
計
１
１
５
組
の
ダ
ブ

ル
ス
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
、
老
朽
化
し
て
い
た
ハ
ー
ド
コ
ー

ト
８
面
（
４
９
４
２
㎡
）
の
改
修

を
行
い
、
全
て
人
工
芝
化
す
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
参
加
者
は
真

新
し
い
コ
ー
ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
大
会
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、

参
加
者
た
ち
は
「
新
し
い
コ
ー
ト
で

気
持
ち
良
く
プ
レ
ー
で
き
た
」「
人

工
芝
の
砂
の
入
り
の
感
じ
も
ち
ょ
う

ど
良
い
」と
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
た
コ
ー

ト
の
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　
第
33
回
県
八
女
茶
手
も
み

競
技
大
会
が
４
月
12
日
㈫
、

県
農
業
総
合
試
験
場
八
女
分

譲
で
開
催
さ
れ
、
２
０
０
点

満
点
の
１
９
３
点
を
獲
得
し

た
上
陽
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
大
会
は
県
八
女
茶
手

も
み
技
術
研
究
会
と
県
茶
業

青
年
の
会
が
主
催
し
、
県
内

か
ら
10
チ
ー
ム
（
３
人
１
組
）

が
参
加
。
出
場
者
は
、
蒸
し

た
茶
葉
を
焙
炉
の
上
で
手
も

み
す
る
こ
と
で
水
分
を
飛
ば

し
荒
茶
に
仕
上
げ
る
作
業
を

行
い
、
で
き
上
が
っ
た
お
茶
の

外
観
、
香
気
、
水
色
、
渋
味

な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
も
み
で
の
製
茶
は
５
時

間
ほ
ど
か
か
る
た
め
現
在
は

ほ
と
ん
ど
機
械
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
伝
統
技
法
の
継
承
、

更
な
る
製
茶
技
術
研
鑽
を
目

的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。優
勝
し
た
上
陽
チ
ー
ム
は
、

10
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

〈
結
果
〉
優
勝
＝
上
陽
、
２
位

＝
黒
木
Ａ
、
３
位
＝
矢
部

　
新
茶
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
『
新

茶
祈
願
祭
』
が
4
月
15
日
㈮
八
女
中
央

大
茶
園
の
五
社
神
で
あ
り
、
関
係
者
約

１
０
０
人
が
品
質
の
良
い
茶
葉
の
育
成
と

作
業
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
主
催
の

野
上
邦
雄
実
行
委
員
長
は
「
今
年
は
順

調
に
雨
が
降
り
、
霜
の
被
害
も
な
く
、
品

質
の
良
い
お
茶
が
取
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
八
女
伝
統
本

玉
露
が
国
の
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に

登
録
さ
れ
、
八
女
茶
の
知
名
度
も
ま
す
ま

す
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
茶
業
全
体
が
盛

り
上
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
会
場
で
は
新
茶
や
お
茶
の
て
ん

ぷ
ら
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

茶葉の育成と作業の安全を願う

手
も
み
の
伝
統
の
技
法
を
継
承

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

　
平
成
28
年
度
の
新
茶
初
入
札
会
が
４
月
18

日
㈪
、
八
女
市
亀
甲
の
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
茶

取
引
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
札
に
先

立
ち
、
主
催
者
の
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
村
岡
潤

一
県
本
部
長
は
、「
今
年
は
霜
害
も
な
く
順
調
に

茶
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
八
女
茶
フ
ァ

ン
の
皆
さ
ま
に
高
品
質
の
お
茶
を
お
届
け
で
き

る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
年
の
初
入

札
で
は
、
２
８
４
点
、
約
８
８
０
０
キ
ロ
が
上

場
さ
れ
、
買
受
人
30
社
が
参
加
し
、
味
、
香
り
、

色
を
吟
味
し
な
が
ら
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

最
高
値
は
10
万
円
で
平
均
単
価
は
６
５
８
４
円

（
と
も
に
キ
ロ
単
価
）
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

素
晴
ら
し
い
味
わ
い
の
お
茶
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

28年産新茶の入札会

始球式でサーブをする三田村市長
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八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り
が
間
近
と
な
っ
た
4
月
15
日
㈮
、

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
が
素
盞
嗚
神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
市
内
外
を
含
め
、
約
１
５
０
人
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
木
の
大
藤
は
、
南
朝
後
征
西
将
軍

良
成
親
王
の
お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
、
６
２
０
年
の
樹
齢

を
重
ね
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
事

の
後
、
三
田
村
市
長
ら
は
紫
色
の
花
を
つ
け
始
め
た
藤
の

花
の
根
元
に
お
神
酒
を
そ
そ
ぎ
、
藤
の
開
花
と
ま
つ
り
の

成
功
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
に
は
黒
木
小
学
校

児
童
、
劇
団
大
藤
に
よ
る
奉
納
斉
唱
が
行
わ
れ
、
藤
棚
一

帯
は
美
し
い
歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
八
女
黒
木
大
藤
ま

つ
り
は
16
日
㈯
か
ら
５
月
初
旬
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
の
観
光
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

馬
場
早
智
子
さ
ん
（
稲
富
）
が
平
成
27
年
度
福
岡
県
観

光
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
馬
場
さ
ん
は
平
成
９

年
か
ら
八
女
市
観
光
案
内
人
と
し
て
活
動
。
平
成
12
年

度
か
ら
『
雛
の
里
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
』
の
実
行
委

員
会
に
所
属
し
祭
り
の
企
画
運
営
に
携
わ
り
、
現
在
も

八
女
市
観
光
協
会
副
会
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
３
月

31
日
㈭
に
市
役
所
を
訪
問
し
、
市
長
に
受
賞
を
報
告
し

た
馬
場
さ
ん
。「
観
光
案
内
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方

と
ふ
れ
あ
い
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
八
女
は

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
。
八
女
を
訪
れ
る
方
々
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
健
康
に
留
意
し
つ
つ

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
桜
舞
い
散
る
４
月
５
日
㈫
、
松
尾

弁
財
天
（
立
花
町
松
尾
地
区
）
の

大
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社
は
天
授

４
年
（
１
３
７
８
）
に
辺
春
能
登
守

義
国
が
創
建
し
た
四
季
折
々
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
お
宮
で
、
柳
川
藩
の
崇
敬

も
厚
く
、
宝
永
３
年
（
１
７
０
６
）

社
殿
が
再
建
さ
れ
、
明
和
３
年

（
１
７
６
６
）
弁
財
天
尊
像
が
寄
進

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
地
元

の
皆
さ
ん
が
山
菜

の
煮
物
や
お
に

ぎ
り
、
イ
ノ
シ
シ

カ
レ
ー
な
ど
を
販

売
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
太
鼓
や
コ
ー
ラ

ス
な
ど
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

松
尾
地
区
が
平

成
24
年
か
ら
交

流
し
て
い
る
春
日

市
天
神
山
自
治
会
か
ら
子
ど
も
た
ち

25
人
も
参
加
。
都
市
部
と
は
違
っ
た

山
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
世
話
人
の
梅
野
義
樹
さ
ん
は

「
６
４
０
年
の
歴
史
が
あ
る
弁
財
天

は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
。
平
成
２
年
の

水
害
以
来
若
い
人
が
減
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
交
流
を
大
切
に
し
て
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
藤
ま
つ
り
の
成
功
を
祈
る

松
尾
弁
財
天
の
大
祭
が
あ
り
ま
し
た

　公益社団法人福岡県トラック協会八
女分会（下川澄人会長）から４月５日
㈫、市内の小学校へ横断旗の贈呈式
が行われました。児童の交通事故防止
と安全指導に役立てて欲しいと全小学
校 15 校計 108 本の横断旗が贈られま
した。西島教育長は「毎年の支援に心
から感謝します」とお礼を述べ受け取
りました。ありがとうございました。

通学の安全を願う

福岡県観光功労者表彰

八
女
ふ
る
さ
と

カ
ル
タ
を
贈
呈

　八女市子ども会育成連絡協議会のイ
ン・リーダーから３月28日㈪、市民と
の協働によるまちづくり提案事業で作
成された八女ふるさとカルタの贈呈が
ありました。橋爪副市長は、「このカル
タを通じて、広い八女市には様々な資
源があるということを子どもたちに知っ
ていただけると思います。ありがとうご
ざいました」とお礼を述べました。

由緒ある社殿 田舎の味に舌鼓の皆さん

表彰を受けた馬場さん（左）

歌を披露する天神山自治会の子どもたち
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　立野区の農村公園法面に植えら
れた約 700 株のシバザクラが今年
も美しく咲きました。このシバザク
ラは平成 24 年から農林水産省の

『農地・水保全管理支払交付金』
を活用し同区の環境保全委員会が
中心となって植栽し、地域の老人
会の皆さんが草取りや水まきをし
て育てているものです。同委員会
では 6 月にアジサイの植樹や 8 月
には子ども会と一緒にコイの放流
も計画しています。「きれいな環境
になればごみのぽい捨て等もあり
ません」と、地域をあげて環境保
全に努めています。

　
お
釈
迦
様
の
誕

生
日
を
祝
い
４
月

８
日
㈮
、
亀
甲
で

『
釈
迦
堂
甘
茶
ま
つ

り
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
区
で
は

２
２
０
年
ほ
ど
前
に
釈
迦
堂
が
再
建
さ
れ
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。
参
拝

客
は
花
御
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
た
お
釈
迦
様
に
甘

茶
を
か
け
誕
生
を
祝
い
、
甘
茶
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
こ
の
甘
茶
は
、
地
域
の
老
人
会
の
皆
さ

ん
が
甘
茶
の
木
を
育
て
、
葉
を
摘
み
取
り
、
丹
精

込
め
て
作
り
上
げ
た
も
の
。「
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
甘
茶
を
入
れ

て
持
ち
帰
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
隣
組
長
の
田
中

宏
輔
さ
ん
は
「
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
お
祭
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
第
16
回
21
世
紀
・
青
少
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー

ク
」
が
３
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰
に
大
淵
体
験
交

流
施
設
「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
「
げ
ん
き

館
お
お
ぶ
ち
」
か
ら
黒
木
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
の
も
と
出
発
し
、
平
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
日
向
神
ダ
ム
水
門
な
ど
を
巡
っ
て
「
げ
ん

き
館
お
お
ぶ
ち
」
で
宿
泊
。
２
日
目
は
南
仙
か
わ

ば
た
公
園
な
ど
を
経
由
し
て
八
女
公
園
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
全
行
程
約
43
㌔
コ
ー
ス
の
コ
ー
ス
を
参
加

者
は
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で
歩

き
通
し
、素
晴
ら
し
い
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
出
発
の
際
は
、
降
雨
で
気
温
も
低
く
、

心
配
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
雨
は
止
み
、
見
事
な

晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
沿

道
に
咲
く
桜
や
菜
の
花
を
見
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

八
女
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま

た
、
コ
ー
ス
上
に
設
定
さ
れ
た
課
題
を
み
ん
な
で

解
決
し
な
が
ら
、
学
校
や
学
年
の
垣
根
を
こ
え
て

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

励
ま
し
合
っ
て
完
歩
し
た
よ

　
南
筑
後
地
域
環
境
協
議
会
（
事
務
局
・

福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
）

で
は
３
月
19
日
㈯
、
ふ
れ
あ
い
の
家
南
筑

後
で「
ふ
し
ぎ
い
っ
ぱ
い
自
然
探
検
隊（
自

然
観
察
会
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
県
内
の
小
学
生
が
講
師
や
高
校
生
の
指

導
の
も
と
、
春
に
芽
吹
く
植
物
や
動
物
た

ち
を
観
察
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
空
模

様
で
し
た
が
、
屋
内
で
の
ど
ん
ぐ
り
工
作

や
野
草
の
試
食
も
あ
り
、
み
ん
な
夢
中
に

な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

協
議
会
で
は
、
年
に
数
回
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
自
然
と

ふ
れ
あ
う
催
し
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
岡

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
課
環
境
保
全

係
（
☎
２
３
・
１

４
６
２
）

亀甲で
甘茶まつり

立
野
農
村
公
園
に
シ
バ
ザ
ク
ラ

ふしぎいっぱい自然探検隊

　黒木町の住民有志でつくる黒
木町防犯カメラ設置推進協議会

（後藤和幸会長）から市に防犯カ
メラ２台を寄贈していただきまし
た。子どもや高齢者を犯罪や交
通事故から守ることを目的に「地
域の力で防犯カメラを設置しよ
う」を合い言葉に同協議会が昨
年９月から募金活動に取り組み、
今年３月までに目標を上回る約
１３０万円が集まり購入したもの
です。カメラは国道４４２号沿い
の堀川バス黒木営業所敷地内に
設置。４月５日㈫に贈呈式が行わ
れ、市長に目録が手渡されました。

防
犯
カ
メ
ラ
を
寄
贈
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
世
界
子
ど
も
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
主

催
に
よ
る
第
25
回
世
界
子
ど
も
愛

樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式
が
、
3
月

27
日
㈰
木
龍
（
矢
部
中
学
校
体
育

館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、「
詩・作
文
」「
絵
画
」「
木

は
が
き
」
３
部
門
に
、
世
界
各
国
か

ら
２
５
２
点
、
合
計
２
８
１
５
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
う
ち
ト
ル
コ

か
ら
１
２
９
点
が
出
品
さ
れ
、
当
日

は
、
受
賞
者
2
人
と
元
国
家
評
議

会
議
長
ら
の
出
席
も
あ
り
、
ト
ル
コ

共
和
国
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

式
を
前
に
、
友
情
の
森
公
園
に

広
島
の
被
爆
エ
ノ
キ
二
世
を
記
念
植

樹
し
て
平
和
を
誓
い
、
環
境
保
全
と

一
体
を
な
す
平
和
へ
の
感
謝
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
活
動
の

思
い
出
な
ど
を
振
り
返
り
、
受
賞
式

で
は
、
作
文
で
森
の
大
賞
を
受
賞
し

た
倉
ノ
下
武
都
く
ん
が
「
は
じ
め
て

の
体
験
」
を
朗
読
。
最
後
は
矢
部
中

生
徒
が
、
混
声
合
唱
に
よ
り
「
あ
す

と
い
う
日
が
」
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

入
賞
の
結
果
は
、
森
の
大
賞
、

市
内
入
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

（
敬
称
略
・
学
年
は
３
月
末
現
在
）。

森
の
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

◦「
は
じ
め
て
の
体
験
」

倉
ノ
下
武
都
（
黒
木
西
小
4
年
）

み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
知
事
賞
）

◦「
祖
父
か
ら
の
贈
り
物
」

山
本
空
（
見
崎
中
3
年
）

吉
田
民
尚
賞

◦「
校
歌
に
寄
せ
る
思
い
」

入
部
春
那
（
矢
部
中
３
年
）

安
部
龍
太
郎
賞

◦「
ど
ん
ぐ
り
さ
ん
」

水
落
志
帆
（
川
崎
小
１
年
）

大
倉
紀
子
賞

◦「
変
わ
っ
て
い
く
姿
」

平
井
利
佳
（
見
崎
中
３
年
）

椎
窓
猛
賞

◦「
ど
ん
ぐ
り
の
や
じ
ろ
べ
え
」

秋
山
怜
那
（
川
崎
小
１
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
賞

◦「
僕
た
ち
の
小
さ
な
山
」

平
島
康
晟
（
見
崎
中
２
年
）

◦「
私
の
木
」

倉
員
歩
莉
（
福
島
小
6
年
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

◦「
竹
原
の
水
く
み
」

堀
下
愛
莉
（
矢
部
中
１
年
）

九
州
朝
日
放
送
賞

◦「
私
の
生
活
の
中
の
木
」

岡
や
わ
ら
（
矢
部
中
２
年
）

テ
レ
ビ
西
日
本
賞

◦「
役
立
っ
て
い
る
木
」

仁
田
原
貴
一（
矢
部
中
１
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦「
福
岡
県
で
一
番
高
い
所
に
立
っ

て
み
た
」

椎
窓
茉
梨
（
矢
部
小
３
年
）

読
売
新
聞
西
部
本
社
賞

◦「
木
を
育
て
て
く
れ
る
人
の
あ
り

が
た
さ
」

谷
山
み
の
り
（
矢
部
中
２
年
）

朝
日
新
聞
社
賞

◦「
自
然
の
中
で
生
き
て
い
く
」

山
口
麻
里
奈
（
矢
部
中
３
年
）

毎
日
新
聞
社
賞

◦「
幸
せ
を
運
ぶ
﨔
の
木
」

中
園
瑠
依
（
見
崎
中
３
年
）

教
育
新
聞
社
賞

◦「
木
に
関
心
を
持
っ
て
」

姫
野
風
花
（
見
崎
中
３
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦「
お
茶
の
実
」

小
島
沙
姫
（
八
幡
小
４
年
）

森
の
大
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）

◦
楊
富
丞（
台
湾
金
綻
藝
術
学
院
）

Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞

◦
伊
藤
奈
央
（
長
峰
小
5
年
）

教
育
新
聞
社
賞

◦
志
岐
さ
く
ら
（
西
中
１
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦
加
藤
奏
太
郎
（
三
河
小
１
年
）

◦
入
部
七
海（
矢
部
保
育
園
４
歳
）

ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
賞

◦
森
山
な
つ
（
矢
部
小
１
年
）

◦
佐
々
木
陽
菜
（
長
峰
小
５
年
）

森
の
大
賞
（
環
境
大
臣
賞
）

◦
池
田
怜
加
（
忠
見
小
１
年
）

み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
長
賞
）

◦
青
木
遥
（
忠
見
小
４
年
）

み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
）

◦
轟
瑞
穂
（
矢
部
小
6
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦
別
府
栞
（
忠
見
小
１
年
）

森
の
大
賞
（
日
本
郵
便
賞
）

◦
松
永
征
子
（
鳥
栖
市
）

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

賞状を受け取る「詩・作文の部」森の大賞の倉ノ下武都さん

木はがき16歳以上の部

　　　（日本郵便賞）
森の大賞

絵画の部

　（林野庁長官賞）
森の大賞

♣
詩
・
作
文
の
部

♣
絵
画
の
部

♣
木
は
が
き
の
部
（
15
歳
以
下
）

♣
木
は
が
き
の
部
（
16
歳
以
上
）

木はがき15歳以下の部

　　　（環境大臣賞）
森の大賞
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◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
講
師
＝
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
生
活
技
能

訓
練
）
リ
ー
ダ
ー
高
森
信
子
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
作
業
所
江

田
さ
ん
（
☎
２
３
・
１
７
４
７
）

　
八
媛
会
員
の
作
品（
額
装
、軸
装
、

折
貼
な
ど
）
を
展
示
し
ま
す
。

◦
会
期
＝
５
月
26
日
㈭
～
29
日
㈰
、

９
時
～
17
時
※
29
日
は
16
時
ま
で

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん

（
☎
３
２
・
１
２
４
２
）

◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈮
・
20
日
㈮
・

27
日
㈮
、
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
日
時
＝
５
月
22
日
㈰
八
女
伝
統

工
芸
館
６
時
集
合

◦
参
加
費
＝
▽
会
員
３
５
０
０
円

▽
一
般
４
０
０
０
円

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
発
～

竹
田
市
（
場
合
に
よ
っ
て
は
変
更

あ
り
）
～
18
時
頃
帰
着
予
定

◦
申
込
＝
５
月
14
日
㈯
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
長
野
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
７
４
４
１
・
０
１
２
１
）
へ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
９
７・５
８
１
３
）

　
精
神
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
回

復
力
を
高
め
る
、
家
族
や
支
援
す

る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
講
演
会
で
す
。
参
加
無
料

◦
日
時
＝
５
月
24
日
㈫
13
時
～
17
時

８
０
・
１
１
２
５
・
１
０
１
９
）

　
今
回
は
「
飲
食
業
と
地
域
創
生
」

と
題
し
、
永
川
俊
彦
さ
ん
（
㈱
も
ん

ど
Ｆ
Ｄ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
）

の
講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
八
女
学
院
吹
奏
楽
部
に
よ
る
、

感
動
の
演
奏
会
。
観
覧
無
料

◦
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
14
時
～
※

演
奏
時
間
繰
り
上
が
る
場
合
あ
り

◦
場
所
＝
障
害
者
支
援
施
設
陽
だ
ま

り
の
里
（
八
女
市
本
２
７
５
７
の
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
江
見
さ
ん
、
大
渕

さ
ん
（
☎
３
０
・
３
０
５
５
）

木
の
基
礎
を
築
い
た
田
中
吉
政
の

時
代
展
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
12
日
㈭
～
22
日
㈰
、

９
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
田
中
吉
政
公
史

談
会
事
務
局
（
☎
２
２・２
６
３
４
）

　
一
般
社
団
法
人
２
０
３
０
年
の

八
女
市
を
真
剣
に
考
え
る
会
主
催
。

入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
17
時
～
20
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
内
容
＝
①
研
究
発
表
会
17
時
～

「
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
く
！
２
０
３

０
年
の
八
女
の
姿
と
そ
の
対
応
」

同
会
代
表
理
事 

中
村
健
一

②
記
念
講
演
18
時
30
分
～
「
八
女

か
ら
世
界
へ
！
」
株
式
会
社
ア
グ

リ
ス
代
表
取
締
役 

中
村
裕
之
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
田
中
さ
ん
（
☎
０

⃝

日
時
＝
５
月
７
日
㈯
10
時
～

⃝

会
場
＝
総
合
体
育
館
柔
・
剣
道
場

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４・１
３
４
０
）

◦
日
時
＝
５
月
８
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局（
☎
２
２・

３
１
３
１
）
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
日
時
＝
５
月
８
日
㈰
７
時
30
分

旧
白
木
公
民
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
鹿
伏
～
大
内
邸
～
夢

た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ
※
参
加
自
由

（
無
料
）、会
員
保
険
有（
年
５
百
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
歩
こ
う
会

白
鳥
さ
ん
（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
筑
後
国
の
産
業
や
特
産
品
、
土

八
媛
会
書
展

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
総
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

初
代
筑
後
国
主 

田
中
吉
政

時
代
展

精
神
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の

回
復
力
を
高
め
る
講
演
会

九
州
オ
ル
レ
奥
豊
後
バ
ス
ウ

オ
ー
ク
（
八
女
歩
こ
う
会
）

八
女
学
院
吹
奏
楽
部
演
奏
会

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

第
30
回
地
域
活
動
講
演
会

研
究
発
表
会
・
記
念
講
演

　んき脳講座で認知症予防について学び
ながら脳トレしませんか。継続して参

加されることで、仲間もでき楽しい講座です。
１回だけの受講もできます。お友達をお誘い
のうえ多くのご参加をお待ちしています。
⃝対象＝八女市民で認知症予防に関心のあ
る人。事前申し込みが必要です。どの講座
でも自由に参加できます。
⃝日時＝５月17日㈫ 14 時～15 時 30 分
⃝会場＝社会福祉会館 3 階大会議室
⃝内容＝テーマ「認知症の予防と治療は東
洋医学の知恵で～五臓（おなか）元気で認
知症知らず」／講師 鍼灸師 賀久一郎さん
※保健師が物忘れ等に関する相談にも応じます。
※全 10 回シリーズで、次回は 6 月21日㈫
午後予定しています。（3 回目～10 回目は第
3 火曜日の午後を予定）
⃝参加費＝無料
⃝申込・問い合わせ＝介護長寿課高齢者支
援係（☎２３・１３０８）

　女市在住または八女市に勤務する18
歳～ 35 歳までの皆さんを対象に、青

年サークルのメンバーを募集します。様 な々
学習・スポーツ等に取り組み、青年相互の
仲間づくりと情報交換を行いながら地域の
活性化に役立つグループおよびリーダー養
成を目指します。また、将来は自主的なサー
クル活動に移行し、自らの判断で積極的に
社会に参加し、地域の復興に寄与すること
を目的としています。皆さんご参加ください！
⃝期間＝平成 28 年 5 月～平成 29 年 3 月
⃝第１回定例会＝5 月28日㈯ 18 時～
⃝申込締切＝5 月18日㈬
⃝申込・問い合わせ＝男女共同参画・生涯
学習課生涯学習係（☎２３・１３１８）

青年サークル
やめ Color's

募集

八

げ

げんき脳講座
（八女会場・１回目）

気軽に
参加ください
参加無料



①
進
行
性
筋
委
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

◦
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
委
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者

◦
期
間
＝
７
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

◦
場
所
＝
湧
水
千
石
の
郷
（
福
岡

市
早
良
区
石
釜
）

◦
定
員
＝
30
人

②
海
の
キ
ャ
ン
プ

◦
対
象
＝
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

◦
期
間
＝
８
月
10
日
㈬
～
12
日
㈮

◦
場
所
＝
福
岡
県
立
少
年
自
然
の

家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

◦
定
員
＝
50
人

③
山
の
キ
ャ
ン
プ

◦
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ

◦
期
間
＝
８
月
25
日
㈭
～
27
日
㈯

◦
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

筑
前
町
大
字
三
箇
山
）

◦
定
員
＝
30
人

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
校
生

※
聴
覚
の
診
断
や
肢
体
不
自
由
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作
成
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い

者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
で
の

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
様
々
な

労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。「
就
業
規
則
の
作
り
方
」

な
ど
、
使
用
者
か
ら
の
相
談
や
、
労

使
間
で
の
自
主
的
解
決
が
困
難
な

場
合
は
、
労
使
の
仲
介
に
入
る
あ
っ

せ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
、
電

子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

◦
相
談
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
※
毎
週
水
曜
日
は
20
時
ま

で
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

◦
参
加
費
＝一般
千
円
、
会
員
３
百
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
健
康
な
身
体

を
つ
く
り
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
を
し

ま
し
ょ
う
。
初
心
者
大
歓
迎
。

◦
期
間
＝
５
月
～
10
月
の
第
２
・
４

木
曜
日
（
19
時
～
21
時
）

◦
対
象
者
＝
18
才
以
上
の
女
性

◦
定
員
＝
20
人

◦
会
場
＝
八
女
上
陽
ゴル
フ
倶
楽
部

◦
申
込
期
限
＝
５
月
16
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
公
民
館

（
☎
５
４
・
３
１
３
１
）

　
参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月
９

日
㈪
か
ら
５
月
25
日
㈬
ま
で
に
福

祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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ゴ
ル
フ
講
座

肢
体
不
自
由
児
の
キ
ャ
ン
プ

身
体
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談

で
も
申
込
状
況
に
よ
っ
て
参
加
可

能
な
場
合
あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
肢
体
不
自
由
児

協
会（
☎
０
９
２・５
８
４・５
７
２
３
）

◦
日
時
＝
６
月
22
日
㈬
、
受
付
９

時
30
分
～
11
時

◦
会
場
＝
黒
木
支
所
大
会
議
室

◦
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・

修
理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、
内

部
障
害
者
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
）

◦
予
約
受
付
＝
今
年
度
よ
り
予
約

制
と
な
り
ま
す
。
５
月
31
日
㈫
ま

で
に
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
身
障

者
手
帳
③
補
装
具
の
再
支
給
や
修

理
希
望
者
は
前
回
支
給
の
補
装
具

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０

９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
／
Q

chikugo-rso@
pref.fukuoka.lg.jp

）

　
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
・
検

討
し
て
い
る
人
・
さ
ら
に
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
人
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
15
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本
店
別

館
会
議
室（
福
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
）

◦
内
容
＝
▽
研
修
か
ら
就
農
定
着

ま
で
の
流
れ
▽
青
年
就
農
給
付
金

制
度
▽
作
物
栽
培
に
つ
い
て
▽
就

農
支
援
セ
ン
タ
ー
概
要

◦
申
込
＝
５
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
Ｊ

Ａ
ふ
く
お
か
八
女
農
業
振
興
課
松

尾
さ
ん
へ
（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

就
業
支
援

　軽自動車税には１台に限り減額免除の制度
があります。次の事項に該当する人は、軽自
動車納税通知書が届いてから 5 月31日㈫ま
でに申請してください。ただし、すでに普通自
動車税（県税）の減額免除を受けている人は
除きます。また、障害の級により対象とならな
いこともあります。なお、昨年までに申請をし
てその内容に変更のない人は継続して減額免
除になりますが、所有者・車体等に変更があっ
た場合は新たに申請が必要になります。
◦対象＝①身体障害者手帳・療育手帳・保
健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちで、一
定の要件を満たす人
②「①」の人と住民票住所地が同じご家族
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等の
みで構成する世帯に限る。ただし、常時介護
者の証明があればこの限りではない）を常に
介護する人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょ
うがい者、精神しょうがい者、戦傷病者の所
有する車（「②」の所有する車も含む）
◦申請の時に持参するもの＝

【①の場合】身体障害者手帳・療育手帳・保
健福祉手帳・戦傷病者手帳のいずれか／印
鑑／軽自動車税の納税通知書／運転免許証
／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合が
あります。詳しくはお問い合わせください。

軽自動車税の減免について

◦問い合わせ＝本庁税務課（☎ 23・1112）
・黒木支所市民生活福祉課（☎ 42・1113）
・立花支所市民生活福祉課（☎ 23・4932）
・上陽支所市民生活福祉課（☎ 54・2218）
・矢部支所市民生活福祉課（☎ 47・3111）
・星野支所市民生活福祉課（☎ 52・3113）

軽自動車税についての
　問い合わせ

　4 月1日現在自動車を所有している人に対
し、毎年 5 月初めに自動車税の納税通知書を
送付しています。自動車税は 5 月31日㈫まで
に納めましょう。納付場所は県税事務所や金
融機関のほかに、コンビニエンスストアを利用
すると、土日・夜間も納めることができます。
納税通知書が届かないなどの問い合わせは久
留米県税事務所（☎ 0942・30・1078）へ

自動車税は　　までに納めましょう
5/31

㈫

労
働
相
談

【FM八女がまだすワイド新コーナー「学校訪問」】⃝放送予定＝5月10日～12月※夏休みは休止⃝時間＝毎週
火曜日13時10分頃～（再放送21時頃～）コーナーのみ再放送毎週土日12時40分～⃝問＝FM八女（☎24・9801）

就
農
相
談
会
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【第 31 回絣の里巡り in 筑後】◦日時＝
5/28 ㈯～ 29 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦場所
＝熊野区公民館◦問＝筑後市観光協会

（☎ 0942・53・4229）

【沖端水天宮】◦日にち＝ 5/3 ㈷～ 5
㈷◦場所＝沖端水天宮◦問＝柳川市観
光課（☎ 0944・77・8563）

【大川えつ観光川開き】◦日時＝ 5/1
㈰ 10:30 ～ 13:20 ◦場所＝若津港浮
桟橋◦問＝大川観光情報センター（☎
0944・87・0923）

【第 28 回鯉・恋・来】◦日時＝ 5/5 ㈷
10:00 ～ 15:30 ◦場所＝高田濃施山公
園（みやま市高田町下楠田４８０）◦問
＝実行委員会（☎ 080・6427・1171）

【いちご農家見学とジャムづくり】◦日
時＝ 5/21 ㈯ 9:00 ～ 11:30 ◦参加費＝
1000 円◦定員＝ 15 人（5/18 までに要
予約）◦問＝役場企画課（☎ 0944・
32・1036）

【大木町でスイートコーンを収穫してみ
よう】◦日時＝ 5/28 ㈯ 9:00 ～ 11:30
◦参加費＝1000円◦定員＝15人（5/25
までに要予約）◦問＝役場企画課（☎
0944・32・1036）

みやま市

大木町

大川市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト

代
の一部
と
し
て
自
己
負
担
あ
り
。

①
パ
ソ
コ
ン
中
級

◦
期
間
＝
６
月
９
日
㈭
～
６
月
29

日
㈬
18
時
30
分
～
21
時
※
平
日
夜

間
12
日
間

◦
テ
キ
ス
ト
代
等
＝
１
０
０
０
円

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修

◦
期
間
＝
６
月
12
日
㈰
～
９
月
25
日

㈰
９
時
～
17
時
※
日
曜
昼
12
日
間
、

実
技
講
座
５
日
間
は
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
会
場
に
て
実
施

◦
テ
キ
ス
ト
代
等
＝
３
千
円

③
シ
ッ
タ
ー
養
成

◦
期
間
＝
６
月
14
日
㈫
～
７
月
22

日
㈮
18
時
30
分
～
20
時
30
分
※
平

日
夜
間
11
日
間

◦
テ
キ
ス
ト
代
等
＝
４
千
円

①
②
③
共
通

◦
定
員
＝
20
人

◦
託
児
＝
１
歳
～
就
学
前
ま
で（
事

前
予
約
）

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
ひ
と
り
親

家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
受
講
料
無
料
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

あっ
せ
ん
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対

象
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
医
療
事
務
科
①
、

パ
ソ
コ
ン
中
級
科
（
定
員
各
20
人
）

◦
募
集
期
間
＝
５
月
31
日
㈫
ま
で

◦
訓
練
期
間
＝
７
月
～
９
月

◦
入
校
選
考
日
＝
６
月
14
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財

団
法
人
福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機

構
）
を
通
じ
て
、
農
地
の
貸
借
を

行
い
ま
せ
ん
か
。
同
機
構
は
、
農

地
を
貸
し
た
い
出
し
手
か
ら
規
模

拡
大
な
ど
を
行
い
た
い
受
け
手
（
担

い
手
）
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
る
た
め
、
農
地
の
中
間
的

受
け
皿
と
な
る
組
織
で
す
。
公
的

機
関
で
す
の
で
農
地
の
出
し
手
は

確
実
に
賃
料
が
振
り
込
ま
れ
て
安

心
で
す
。
受
け
手
は
契
約
を
一
本
化

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
農
地
の
出
し
手
の
募
集
＝
随
時

◦
農
地
の
受
け
手
の
公
募
＝
5
月

1
日
㈰
～
5
月
31
日
㈫

◦
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
権
利
設

定
（
出
し
手
→
機
構
、
機
構
→
受

け
手
）
11
月
1
日
㈫
　
　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）
▽
黒
木
支

所
産
業
経
済
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
５
）
▽
立
花
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）
▽
上
陽
支

所
建
設
経
済
課
（
☎
５
４
・
２
２

１
９
）
▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支

所
建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１

１
４
）
▽
福
岡
県
農
業
振
興
推
進

機
構
（
☎
０
９
２
・
７
１
６
・
８
３

５
５
）▽
県
水
田
農
業
振
興
課
（
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
７
４
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
（
参
加
す
る
に
は
事
前

登
録
が
必
要
で
す
）。

◦
６
月
利
用
者
の
会
＝
５
月
21
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
募
集

指定鍼灸院でのはり・
きゅう治療について
　八女市指定鍼灸院でのは
り・きゅう治療では、1回に
つき１,000 円を助成します。
※一人につき１か月７回まで。
◆対象となる人　
・八女市国民健康保険に加
入している人
・八女市内にお住まいで後期
高齢者医療に加入している
人
◆助成の受けかた　
・被保険者証および印鑑を八
女市指定鍼灸院に直接持参
ください。詳細は各鍼灸院か
次へお尋ねください。
⃝問い合わせ＝市民課国保
年金係（☎ 23・1116）／公
費医療係（☎ 23・1117）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

▼
茶
の
く
に
八
女
・
奥
八
女
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー

　

広
報
や
め
４
月
１
日
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
『
平
成
28
年
度
茶
の
く

に
八
女
・
奥
八
女
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
』
中
の
５
月
５
日
㈷
分

（
誤
）
山
内
水
天
宮
大
祭
花
火
大
会

（
正
）
山
内
水
天
宮
大
祭

※
花
火
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
等
就
労
支
援
講
習
会

▼
４
月
15
日
号

「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
」

　

広
報
や
め
４
月
15
日
号
の
８
頁
に

掲
載
し
ま
し
た
「
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
補
助
金
」
の
記
事
に
つ
い
て
、

主
な
受
給
資
格
の
う
ち
「
婚
姻
後
５

年
を
経
過
し
て
い
な
い
夫
婦
で
、
そ

の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
（
再
婚
含
む
。）」
と
い
う
表

現
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
夫
婦

が
前
提
で
あ
り
、
平
成
28
年
３
月

31
日
以
前
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
不
明
瞭
な
表
現
で
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
こ

と
に
つ
い
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課 

定

住
対
策
係
（
☎
２
４・８
１
６
２
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
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火災出火件数  3件 （4件）
救急出動件数 266件 （826件）
救急搬送人数 259人 （798人）

人身事故発生件数 53件 （118件）
傷　　者 86人 （167人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,885 (-161)
男 30,996  (-83)
女 34,889  (-78)

世帯数 24,497  (+76)
　※（　）内は前月比

出生 37 人 死亡 82人
転入 444 人 転出 560人

◦固定資産税（1 期）
◦軽自動車税（全期）
◦住宅使用料（5 月）
◦保育料（5 月）

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月31日現在）

▼ 3 月の異動

納期限・口座振替日は５月31日㈫
※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

5月に
納める
もの

無料法律相談
◦5 月19日㈭ 、6 月2日㈭ ／ 相談13:00
　～ 16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 5 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 5 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3629
◦ 5 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦5月12日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦5月20日㈮ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦5月17日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
◦5月20日㈮ 13:00～14:00／そよかぜ(星野）
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦5月6日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦5月12日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦5月10日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月18日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月9日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月13日㈮ 13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
◦5月20日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月18日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月18日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月11日㈬、25日㈬13:30 ～ 16:00

　／地域福祉センター（上陽）
◦5月11日㈬、25日㈬ 9:30 ～ 12:00
　 ／かがやき（立花）
定例税務相談会
◦5月9日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦5月16日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦5月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦5月12日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月17日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦5月19日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30～ 17:15／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦5月17日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市役所
　消費生活相談窓口※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ



㉚
おたんじょうびおめでとう

素敵な笑顔が家族を元気
にしてくれてるよ。大きく
育ってね♡

いつもかわいい笑顔をあり
がとう♡明るく優しい子に
育ってね !!

1 歳おめでとう！まきちゃ
んのニコニコ笑顔にメロメ
ロだよ♡

お姉ちゃんが大好きな拓海
くん。元気にすくすく大き
くなあれ♪

悠くん、お誕生日おめでと
う♡お兄ちゃんと仲良く元
気に育ってね！

元気いっぱいのあさひちゃ
ん。これからもたくさん笑
顔を見せてね。

食いしん坊の大和。これか
らもいっぱい食べて元気に
育ってね♡

祝１歳☆渉くん大好き♡こ
れからも元気いっぱい大き
くな～れ♪

素敵な笑顔の晴ちゃん♡お
兄ちゃんと仲良く遊んで大
きくなーれ！

お誕生日おめでとう！これ
からもかわいい笑顔をたく
さん見せてね♡

1 歳のお誕生日おめでと
う !! いつも笑顔をありが
とう♡毎日が幸せです !!

いつも明るい笑顔に癒やさ
れます♡元気いっぱい大き
くなってね！

祝 1 歳♡おめでとう !! と
びっきりの陽菜子スマイル
でみんなも笑顔♡

お誕生日おめでとう♡こ
れからも元気に明るい子に
育ってね。

♡ HAPPY BIRTHDAY ♡
甘えん坊さん強く大きく
育ってね☆

1 歳おめでとう。いつも笑
顔のやさしい女の子になっ
てね。

橋爪 謙
け ん じ

志ちゃん

北島 咲
さ つ き

月ちゃん

尾下 真
ま き

希ちゃん

橋本 悠
ゆ う と

利ちゃん

髙山 朝
あ さ ひ

灯ちゃん

城後 大
や ま と

和ちゃん

川原 渉
しょうき

輝ちゃん

牛島 晴
は る き

喜ちゃん

木佐木 嵯
さ よ

予ちゃん 立野 颯
さ つ き

寸ちゃん

藤木 稜
りょうた

太ちゃん

松山 陽
ひ な こ

菜子ちゃん

平島 空
あ ら た

汰ちゃん

藤島 茶
さ く

空ちゃん

橋本 楓
ふ う か

花ちゃん

Ｈ27年5月15日生（吉田）

Ｈ27年5月26日生（吉田）

Ｈ27年5月19日生（吉田）

Ｈ27年5月26日生（黒木町）

Ｈ27年5月1日生（津江）

Ｈ27年5月19日生（上陽町）

Ｈ27年5月２日生（忠見）

Ｈ27年5月21日生（稲富）

Ｈ27年5月3日生（蒲原） Ｈ27年5月11日生（立野）

Ｈ27年5月14日生（本村）

Ｈ27年5月25日生（吉田）

Ｈ27年5月10日生（吉田）

Ｈ27年5月14日生（本村）

Ｈ27年5月25日生（馬場）

楓ちゃんお誕生日おめで
とう☆たくさん食べて元気
に育ってね♡

松尾 拓
た く み

海ちゃん

Ｈ27年5月27日生（井延）

秋山 楓
か い と

絃ちゃん

Ｈ27年5月5日生（大島）

満1歳のお子さまの写真を募
集しています（ただし、市内
に住民登録があるか実際に
住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日までに直接
お持ちいただくか、郵送でお
申し込みください。応募多数
の場合は先着順となります。
◦申し込み＝秘書広報課秘書
広報係（☎23・1110）

「地震災害
   への備え」

㉚市長コラム
　

熊
本
県
や
大
分
県
を
中
心
に
４
月
14
日
か
ら
続
く
「
熊
本
地
震
」
は
、

最
高
震
度
７
を
記
録
す
る
な
ど
、
九
州
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今
も
避
難
所
等
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
多
く
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻

さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
▼
八
女
市
で
も
16
日
に
震
度
５

弱
を
記
録
し
、
非
常
に
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
揺
れ
と
断
続
的
な
余
震
に
皆
さ
ん
も
眠
れ
な
い
夜
を
お
過

ご
し
に
な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼
市
で
は
災
害
警
戒
本
部

設
置
後
、
６
か
所
に
自
主
避
難
所
を
開
設
し
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
被
害
の
調
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。
人
命
に
関
わ
る
被
害
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
崖
崩
れ
、
落
石
に
よ
り
矢
部
地
区
の
国
道
４

４
２
号
等
に
通
行
止
箇
所
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
国・

県
に
迅
速
な
対
応
を
い
た
だ
き
早
期
の
完
全
復
旧
に
向
け
た
作
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
▼
ま
た
、
被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
18
日
に
救
援

物
資
の
第
一
弾
を
送
り
届
け
、
市
庁
舎
や
各
支
所
等
で
の
義
援
金
の
募

金
活
動
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
救
援
物
資
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、
八
女
市
と
し
て
も
被
災
地
に
対

す
る
様
々
な
形
で
の
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
▼
最
初
の
地
震
か
ら
数
日
た
っ
た
現

在
も
余
震
が
続
い
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
警

戒
が
必
要
で
す
。
防
災
備
蓄
品
の
準
備
や

有
事
の
際
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
場
所

の
確
認
、
避
難
場
所
を
ご
家
族
や
地
域
で

話
し
合
う
な
ど
、
引
き
続
き
地
震
災
害
へ

の
備
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
4
月
20
日
執
筆
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
被
災
地
か
ら
の
報
道
を
見
る

た
び
に
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

時
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
復
興

は
並
大
抵
の
事
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、自
身
に
で
き
る
息
の

長
い
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
今
回
の
地
震
で
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。地
震
へ
の
備
え
を

再
確
認
し
自
分
に
で
き
る
支
援

を
や
っ
て
い
き
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道

を
見
る
た
び
に
涙
が
出
て
き
ま

す
。
九
州
は
一
つ
。
心
は
熊
本

大
分
へ
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
け
ま
す
よ
う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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　課長　平島　隆夫 人権・同和教育係 23・2074

    監査事務局
監査事務局　
　局長　藤木　春美 監査事務局 23・2169

    農業委員会　
農業委員会事務局
　局長　原　　亮一 農業委員会事務局 23・2407

    議会事務局　局長　牛島義光　
議会事務局（立花庁舎） 議会事務局 23・4922

※議会事務局および議場は立花庁舎の２階・３階です。

　特　別　職
　市　長 　三田村　統之
　副市長 　橋爪　隆幸、　北嶋　藤孝
　教育長 　西島　民生　

八女市の機構
平成28年度における本庁と支所の
機構と配置についてお知らせします。
   　　※Ｈ28年4月1日現在

八女市役所（本庁）

Ｈ28年度

１
年
間
保
存
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い

★がついている課・係は機構改革により新設・変更になっ
た分です。

〒834-8585  八女市本町647番地



Ｈ28年度 八女市役所の配置

❶消費生活相談窓口（☎ 23・1183）
　　担当・防災安全課
❷家庭児童相談室（☎ 23・1448）
　　担当・子育て支援課

各相談をご利用ください
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納税課
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介護長寿課

介護長寿課分室

（八女地域包括
支援センター）
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係
）

相談室

健康
相談室

（公費医療係）（国保年金係）
子育て
支援課

環境課農　業
委員会

農　業
振興課

林　業
振興課

建設課 都市
計画課

男女共同参画・
生涯学習課
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ベビーシート有）
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教育次長⃝
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八女市役所

八女伝統工芸館
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八女市立
図書館

おりなす八女

子育て支援
総合施設
やめっこ未来館

清水町

バルビゾン通り（旧国鉄矢部線）

商工観光課
（八女観光物産館

ときめき内）
[観光] ☎23・1192
[商工] ☎23・1596

男女共同参画・生涯
学習課（図書館係）

（八女市立図書館内）
 ☎22・2504

男女共同参画・生涯
学習課（市民会館係）
（おりなす八女内）

 ☎22・5332

伊藤看板

◦子育て支援課・こども未来係
◦ファミリーサポートセンター
　（☎ 23・1546）
◦やめっこ未来館（八女市稲富
499）☎ 24・8814

相談室

新社会推進部長⃝

208
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（福祉事務所）
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なかし

建設課 

市民生活
福祉課 総務課

⃝支所長

産業経済課

市民ホール

１階

黒木支所 〒 834-1292  八女市黒木町今 1314 番地 1

玄関

　立花支所長　井上　武明
総務課
　課長　中島　　強 総務係 23・5142

市民生活福祉課 市民係 23・4932
　課長　古家　　浩 生活福祉係 23・4933
立花地域包括支援センター★ 24・8922
産業経済課
　課長　平島　道啓

農林係 23・4940
商工観光係 23・4941

建設課
　課長　深町　明夫

建設管理係 23・4930
道路・河川係 23・4931

　黒木支所長　藤田　良徳
総務課
　課長　原　　信也

総務係 42・1111
人権・同和政策係 42・1112

市民生活福祉課
　課長　服部　智子

市民係 42・1113
生活福祉係 42・1114

（環境担当） 42・1463
黒木地域包括支援センター★ 42・1119

産業経済課
　課長　野中美津則

農政係
42・1115

商工観光係
林政係

42・1116
農林土木係

建設課
　課長　橋本　勝則

建設管理係
42・1117道路・河川係

施設管理班
上下水道係 42・1118

立花支所（立花庁舎 1 階）
〒 834-8555  八女市立花町原島 95 番地 1

総
務
課
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業
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課
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活
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課

１階

玄関

エ
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タ

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉

⃝支所長

H28年度 各支所の配置

立花庁舎
〒 834-8555  八女市立花町原島 95 番地 1
※立花庁舎の２階 3 階に八女市議会が入っています。

議場
全員協議会室
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エ
レ
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委員会
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委員会
室 2

委員会
室 3
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〈庁舎配置図〉

議会事務局正副議長室

議員控室委員会
室 4

黒木地域
包括支援
センター

階
　
段

立
花
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー



    上陽支所長　井上　　明
総務課
　課長　立石　敬弘 総務係 54・2211

市民生活福祉課
　課長　久木原利彦 市民生活福祉係 54・2218

上陽地域包括支援センター★ 24・8315
建設経済課
　課長　西木　忠弘

建設管理係 54・2219産業観光係

    矢部支所長　江田伸一郎
総務課
　課長　川口　泰裕 総務係

47・3111市民生活福祉課
　課長　若杉　政孝 市民生活福祉係

建設経済課 建設管理係
　課長　木田　博徳 産業観光係
矢部診療所
　所長　姫野　洋平 47・2700

矢部地域包括支援センター★ 24・9011

建
設
経
済
課

市
民
生
活
福
祉
課

総
務
課

⃝支所長

ロビー

１階

玄関

上陽支所 〒 834-1102  八女市上陽町北川内 547 番地 1

矢部支所 〒 834-1492  八女市矢部村北矢部 10528 番地

　星野支所長　井上　茂美
総務課
　課長　田中　政弘 総務係 52・3112

市民生活福祉課
　課長　二田　俊秀 市民生活福祉係 52・3113

星野地域包括支援センター★ 24・8212
建設経済課
　課長　江頭　弘之

建設管理係 52・3114産業観光係

市
民
生
活
福
祉
課

建
設
経
済
課

総
務
課

⃝

支
所
長

１階

玄
関

星野支所 〒 834-0201  八女市星野村 13102 番地 1

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉

H28年度 各支所の配置
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ー

建
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経
済
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総
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課

市
民
生
活
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課

⃝支所長

平成28年４月から地域包括支援センターを市内6か所に設置しました
これまで本庁と黒木支所の 2 か所に設置していた「地域包括支援センター」を、本年 4 月から市役所本庁、
黒木・立花・上陽・矢部・星野の各支所内の６か所に設置しました。
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